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観
光
列
車
の
経
済
学
的
研
究

ー
地
方
鉄
道
の
維
持
振
興
と
地
域
活
性
化
に
向
け
て
ー

心
理
・
行
動
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析
・
レ
ポ
ー
ト
作
成
を
楽
し
も
う

生
態
人
類
学
は
挑
む

Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｈ
３

藤
田
知
也（
経
済
学
部
講
師
）著

定
価
三
、〇
八
〇
円（
税
込
）

「
観
光
列
車
」
を
導
入
し
て
い
る
多
く
は
、
経
営
が
厳
し

い
地
方
鉄
道
だ
。
経
済
学
の
視
点
か
ら
観
光
列
車
の
特
性

や
効
果
を
明
ら
か
に
し
、
鉄
道
事
業
者
・
沿
線
地
域
双
方

に
利
益
が
も
た
ら
さ
れ
る
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
。

大阪公立大学共同出版会

中
国
文
学
を
つ
ま
み
食
い
『
詩
経
』か
ら『
三
体
』ま
で

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
森
か
ら

平
等
社
会
の
生
存
戦
略

武
田
雅
哉
・
加
部
勇
一
郎
他
編
著
／
中
根
研
一（
法
学
部
教
授
）

  

・
大
谷
通
順（
人
文
学
部
教
授
）

  

他
共
著

須
田
一
弘（
人
文
学
部
教
授
）

   

著

定
価
三
、〇
八
〇
円（
税
込
）

定
価
三
、
三
〇
〇
円（
税
込
）

古
代
か
ら
現
代
ま
で
、
膨
大
な
作
品
群
の
中
か
ら
厳
選
さ

れ
た
72
項
目
を
、
29
名
の
執
筆
者
が
解
説
し
た
中
国
文
学

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
ど
こ
か
ら
読
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
で
、
好
奇
心

の
小
腹
を
楽
し
く
満
た
し
て
く
れ
る
中
国
文
学
入
門
書
。

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
熱
帯
雨
林
で
半
遊
動
的
生
活

を
送
る
ク
ボ
の
人
々
は
、「
妬
み
」
が
も
た
ら
す
呪
い
を

怖
れ
て
平
等
を
志
向
す
る
。
長
年
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
っ
て
き
た
著
者
が
、
彼
ら
の
諸
活
動
と
自
然
と
文

化
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
す
る
。

ミネルヴァ書房京都大学学術出版会

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
経
営
学

定
価
一
、一
〇
〇
円（
税
込
）

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
日
本
に
お
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
の
カ
ギ
を
握
る
の
が
「
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
」。
そ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
経
営
学
の
観
点
か
ら
体

系
的
に
分
析
し
た
も
の
で
あ
り
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の

運
営
に
関
す
る
日
本
で
唯
一
の
実
践
的
な
入
門
書
。

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
家
族
の
物
語

早
矢
仕
有
子（
工
学
部
教
授
）

   

著

定
価
一
、一
〇
〇
円（
税
込
）

あ
る
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
家
族
を
32
年
間
、
見
守
り
続
け

た
著
者
の
「
汗
と
涙
の
記
録
」。
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
た
ち
の
神
秘
的
な

生
活
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
一
方
で
、
野
生
生
物
保
護
の

真
の
あ
り
方
を
考
え
る
。

しまふくろう新書しまふくろう新書

菅
原
浩
信（
経
営
学
部
教
授
）著

や
っ
て
み
よ
う
！
実
証
研
究
入
門

古
谷
嘉
一
郎（
経
営
学
部
准
教
授
）・
村
山
綾
編
著

田
中
勝
則（
経
営
学
部
准
教
授
）・
進
藤
将
敏（
同
准
教
授
）
他
共
著

定
価
二
、八
六
〇
円（
税
込
）

代
表
的
な
６
つ
の
心
理
学
研
究
法
を
統
計
や
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
、
研
究
の
心
構
え
と
と
も
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
解
説
。

ゼ
ミ
で
の
実
証
的
な
研
究
に
も
役
立
つ
一
冊
。
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米国 NSF （National Science 
Foundation）の助成を受け、
約 9 年間の編纂作業を経て
刊行されたイテリメン語－
ロシア語大辞典。ロシア語
－イテリメン語索引付き。

小野智香子（工学部教授）
A. P. Volodin, 
J. D. Bobaljik, 
D. Koester 他編

で
は
経
済
学
科
75
名
・
地
域
経

済
学
科
45
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
充
実
を
め
ざ
し
て
、
２
０
１
２

年
度
入
試
か
ら
は
学
部
統
一
入
試

を
は
じ
め
と
す
る
大
き
な
制
度
改

正
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
学
部
統

一
入
試
に
よ
っ
て
、
入
試
時
に
学

科
を
選
択
す
る
の
で
は
な
く
、
学

科
に
所
属
せ
ず
経
済
学
部
１
年
生

と
し
て
入
学
し
、
１
年
次
に
お
い

て
経
済
学
の
基
礎
及
び
共
通
教
育

科
目
を
学
ん
だ
上
で
、
２
年
次
に

学
科
を
選
択
す
る
方
式
に
変
わ
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
学
科
の
選
択
は

学
生
が
所
属
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

教
員
の
所
属
学
科
と
基
本
的
に
連

動
す
る
の
で
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
学

生
が
追
究
し
た
い
研
究
テ
ー
マ
を

中
心
に
据
え
て
学
科
の
配
属
が
決

ま
る
方
式
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

学
部
統
一
入
試
と
合
わ
せ
て
各
学

科
に
３
つ
の
コ
ー
ス
が
導
入
さ

れ
、
学
生
は
２
年
次
に
コ
ー
ス
を

選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
地
域

経
済
学
科
に
は
①
地
域
経
済
・
産

　

２
０
０
３
年
度
に
経
済
学
部
が

経
済
学
科
と
地
域
経
済
学
科
の
２

学
科
体
制
と
な
り
、
入
学
定
員
は

１
部
で
は
経
済
学
科
１
６
０
名
・

地
域
経
済
学
科
１
４
０
名
、
２
部

業
コ
ー
ス
、
②
地
域
づ
く
り
コ
ー

ス
、
③
東
ア
ジ
ア
経
済
コ
ー
ス
が

設
置
さ
れ
、
学
生
は
コ
ー
ス
選
択

に
よ
っ
て
、
専
門
的
か
つ
系
統
的

に
学
修
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
こ
の
コ
ー

ス
制
は
２
０
１
８
年
度

か
ら
は
各
学
科
４
コ
ー

ス
体
制
と
な
り
、
地
域

経
済
学
科
で
は
右
記
③

を
「
ア
ジ
ア
共
生
コ
ー

ス
」
に
名
称
変
更
し
、「
自

然
と
資
源
と
地
域
コ
ー

ス
」
を
新
た
に
加
え
ま

し
た
。

　

２
０
２
２
年
度
か
ら

は
１
年
次
に
お
け
る
学

科
・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
選
択

の
方
法
を
さ
ら
に
見
直

し
ま
し
た
。
１
年
次
の

間
に
ま
ず
学
生
の
希
望

に
も
と
づ
い
て
２
年
次
か
ら
の

学
科
の
配
属
を
先
に
決
め
、
そ

の
学
科
内
で
開
講
さ
れ
て
い
る

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
中
か
ら
学
生
の

希
望
に
も
と
づ
い
て
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
の
所
属
を
決
め
る
方
式
に
変

更
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

学
生
が
学
科
と
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を

よ
り
主
体
的
に
選
び
、
こ
れ
に

２
年
次
の
コ
ー
ス
選
択
が
連
動

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
学

の
専
門
的
か
つ
系
統
的
な
学
修

が
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
経
済
学
科
は
誕
生
以
来
、

学
生
の
教
育
・
研
究
の
充
実
を

め
ざ
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
絶

え
ず
見
直
し
、
座
学
に
よ
る
講

義
と
と
も
に
地
域
研
修
や
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
活
動
な
ど
の
地
域
で
の

学
び
を
通
じ
て
、
多
く
の
有
為

な
卒
業
生
を
輩
出
し
て
き
ま
し

た
。
２
０
２
１
年
度
末
の
累
計

卒
業
生
は
、
経
済
学
部
全
体
の

３
１
、３
５
８
名
の
う
ち
、
地
域

経
済
学
科
は
１
部
２
、２
９
３

名
・
２
部
７
５
３
名
、
計
３
、

０
４
６
名
と
な
り
、
経
済
学
部

全
体
の
約
１
割
を
地
域
経
済
学

科
卒
業
生
が
占
め
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

し
（「
設
置
許
可
申
請
書
」）、
将

来
的
に
地
域
経
済
・
産
業
の
担

い
手
と
な
る
企
業
家
や
地
域
分

析
専
門
家
、
政
策
の
企
画
・
立
案
・

実
行
を
通
し
て
地
域
づ
く
り
の

中
心
と
な
る
自
治
体
職
員
、
世

界
と
地
域
を
結
ぶ
コ
ー
デ
ィ
ー

ネ
ー
タ
ー
な
ど
を
育
成
す
べ
く
、

２
０
０
３
年
４
月
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
以
来
、
今
年
３
月
末

ま
で
に
１
部
２
、２
９
３
人
、
２

部
７
５
３
人
、
合
計
３
、０
４
６

人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
多
く
は
道
内
民

間
企
業
、
自
治
体
職
員
な
ど
に

就
職
し
、
各
所
で
大
い
な
る
活

躍
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

創
設
以
来
、
地
域
経
済
学
科

　

今
年
、
２
０
２
２
年
は
経
済

学
部
地
域
経
済
学
科
の
創
設

二
十
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
当

学
科
は
、「
地
域
社

会
と
地
域
住
民
が

求
め
る
地
域
経
済

の
活
性
化
と
発
展
に
資
す
る
教

育
と
研
究
を
展
開
し
、
も
っ
て

地
域
社
会
が
求
め
る
有
能
な
人

材
を
輩
出
し
、
地
域
に
送
り
出

す
こ
と
」
を
教
育
上
の
理
念
と

地域経済学科 創設20周年経済
学部地域経済学科 創設20周年経済
学部

地域研修の様子

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
特
色
は
、

大
学
内
で
の
学
習
に
と
ど
ま
ら

ず
、
積
極
的
に
地
域
に
学
び
、

そ
の
体
験
を
理
論
化
し
、
そ
の

学
習
成
果
を
地
域
に
還
元
で
き

る
教
育
制
度
を
有
し
て
い
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
心
と

な
る
科
目
が
「
地
域
研
修
」
で
、

学
習
の
場
を
大
学
か
ら
地
域
に

移
し
て
、
地
域
経
済
を
実
際
に
体

験
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
近
年
は
、
学
生
が
地

域
の
活
動
主
体
と
と
も
に
地
域

の
可
能
性
を
探

り
、
挑
戦
し
て

い
く
「
地
域
協

働
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
も
は

じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
経
済
学
部
で
は

初
年
次
の
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

か
ら
は
じ
ま
り
、「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

Ⅰ
・
Ⅱ
」「
卒
業
研
究
」
と
４
年

間
つ
づ
く
少
人
数
教
育
の
仕
組

み
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
き
っ
か
け
は
地
域
経
済
学

科
設
置
に
際
し
て
編
成
さ
れ
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
意
味
で
は
、
地
域
経
済
学

科
の
誕
生
は
た
ん
に
１
学
科
の

新
設
に
留
ま
ら
ず
、
経
済
学
部

全
体
の
大
き
な
転
換
点
で
あ
っ

た
と
い
え
そ
う
で
す
。

　

こ
の
二
十
年
間
の
歩
み
が

け
っ
し
て
平
坦
で
は
な
か
っ
た

の
と
同
様
、
こ
れ
か
ら
の
歩
み

も
ま
た
け
っ
し
て
平
坦
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
同
様
、
地
域
に
根
ざ
し
地

域
を
牽
引
し
う
る
学
生
を
育
て
、

送
り
出
し
て
い
く
こ
と
で
、
地

域
経
済
学
科
は
そ
の
使
命
を
果

た
し
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
社
会
が
求
め
る
人
材
育
成

地域に学び、理論化し、学習成果を地域に還元する教育を実践
経
済
学
部
長
・
教
授

石い
し

井い

健
た
け
し

地
域
経
済
学
科
の
あ
ゆ
み

経
済
学
部
教
授

水み
ず

野の

谷や

武た
け

志し

３千人を超える卒業生輩出

経済学部 地域研修
　

地
域
研
修
は
、
地
域
が
抱
え
る

様
々
な
課
題
の
解
決
・
改
善
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を
実
施
し
、

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
科
目
で
、
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
単
位
で
行
わ
れ
る
。

　

研
修
を
通
し
て
地
域
関
係
者

（
市
民
、
地
方
自
治
体
、
民
間
企

業
、
非
営
利
団
体
な
ど
）
に
よ

る
地
域
づ
く
り
の
諸
活
動
を
直

接
見
聞
・
体
験
し
、
現
実
の
生

き
た
地
域
経
済
・
社
会
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。

　

講
義
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
学
ん

だ
理
論
や
知
識
を
具
体
的
な
地

域
の
課
題
に
応
用
す
る
こ
と
で
、

机
上
で
得
た
知
識
を
実
践
に
つ

な
げ
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
大
き
な
目
標
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
。

地域研修報告会

地域研修の様子

2005 年以降に地域研修で訪れたすべての場所をマップ化
地域研修
実施マップ

　

こ
れ
ま
で
地
域
研
修
で
訪
れ
た
場
所
は

ウ
ェ
ブ
上
で
マ
ッ
プ
化
し
て
お
り
、
外
部

サ
イ
ト
で
閲
覧
が
可
能
。

現
実
の
生
き
た

地
域
社
会
を
学
ぶ
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７
月
29
日
、
工
学
部
３
号
館

生
命
系
学
生
実
験
室
に
お
い
て
、

学
内
関
係
教
職
員
、
学
生
が
参

加
し
て
、
生
命
工
学
科
の
実
験
・

実
習
に
供
さ
れ
た
実
験
生
物
に

対
す
る
感
謝
と
追
悼
の
意
を
表

す
会
が
行
わ
れ
た
。
魚
住
副
学
長

が
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
あ
と
、

参
加
者
に
よ
る
黙
祷
が
捧
げ
ら

れ
、
実
験
生
物
の
冥
福
を
祈
る

と
供
に
、
研
究
・
教
育
の
発
展

が
動
植
物
の
犠
牲
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し
、

改
め
て
研
究
・
教
育
に
従
事
す

る
こ
と
を
誓
っ
た
。

　

本
学
経
済
学
部
・
大
貝
健
二
准

教
授
が
、
日
曜
の
朝
放
送
『
北
の

ビ
ジ
ネ
ス
最
前
線
』（
Ｈ
Ｂ
Ｃ
テ

レ
ビ
）
に
出
演
し
、
地
域
経
済
の

専
門
家
と
し
て
北
海
道
の
企
業
が

抱
え
る
問
題
や
、
活
躍
す
る
企
業

を
紹
介
。
地
方
都
市
の
人
口
減

少
や
高
齢
化
、
事
業
継
承
問
題
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
に
取
り
組
み
奮
闘

す
る
企
業
を
客
観
的
な
視
点
で
解

説
し
た
。
過
去
の
放
送
は
、
Ｈ
Ｂ

Ｃ
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン

ネ
ル
内
『
北
の
ビ
ジ
ネ
ス
最
前
線
』

で
視
聴
可
能
。

　

※
出
演
回
は
、
２
０
２
１
年
９
月

12
日
・
10
月
17
日
・
10
月
31
日
・

12
月
12
日
・
２
０
２
２
年
２
月
６
日
・

４
月
３
日
・
５
月
８
日
・
５
月
29
日
。

魚住副学長が感謝の言葉を述べた

実
験
生
物
に
感
謝
す
る
日

経
済
学
部
大
貝
健
二
准
教
授

Ｈ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ『
北
の
ビ
ジ
ネ
ス
最
前
線
』で
解
説

法学部准教授  髙
たか

橋
はし

義
よし

彦
ひこ

オーストロ・ファシズムの
政治思想

北海学園学術研究助成事業報告㉒

研究
課題

　

オ
ー
ス
ト
ロ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム

と
は
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ド
ル

フ
ス
と
ク
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ

シ
ュ
ニ
ク
と
い
う
二

人
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
首

相
に
よ
る
体
制
を
指
し

ま
す
。
こ
の
体
制
は

１
９
３
３
年
３
月
に
ド
ル
フ
ス

が
議
会
を
閉
鎖
し
政
府
命
令
に

よ
る
統
治
を
開
始
し
た
こ
と
に

始
ま
り
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
ド
ル
フ

ス
暗
殺
事
件
の
あ
と
シ
ュ
シ
ュ

ニ
ク
が
引
き
継
ぎ
、
１
９
３
８

年
３
月
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
ナ

チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
武
力
併
合
さ

れ
る
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　

他
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
国
家
と

は
異
な
る
同
体
制
の
特
徴
は
、

１
９
３
４
年
に
制
定
し
た
新
憲

法
に
お
い
て
「
シ
ュ
テ
ン
デ
国

家
」
を
自
称
し
た
こ
と
で
す
。

シ
ュ
テ
ン
デ
と
い
う
語
は
日

本
語
に
訳
し
に
く
い
の
で
す
が

（「
身
分
」、「
職
能
身
分
」
な
ど
と

訳
さ
れ
ま
す
）、
簡
単
に
言
う
と

業
種
別
の
職
業
団
体
や
文
化
団

体
な
ど
の
中
間
団
体
を
指
し
ま

す
。
こ
の
理
念
は
、
ロ
ー
マ
教

皇
の
回
勅
に
基
づ
く
カ
ト
リ
ッ

ク
的
な
理
念
で
し
た
。
新
憲
法

で
は
普
通
選
挙
に
基
づ
く
国
民

議
会
は
廃
止
さ
れ
、
代
わ
り
に

各
シ
ュ
テ
ン
デ
に
お
い
て
選
出

さ
れ
た
代
表
か
ら
な
る
シ
ュ
テ

ン
デ
議
会
が
構
想
さ
れ
た
の
で

す
。

　

当
時
の
法
学
者
や
政
治
学
者

の
間
で
は
、
新
憲
法
に
基
づ
く
国

家
は
そ
も
そ
も
「
シ
ュ
テ
ン
デ
」

国
家
と
呼
べ
る
の
か
に
つ
い
て

大
き
な
論
争
が
あ
り
ま
し
た
。
た

と
え
ば
ア
ド
ル
フ
・
メ
ル
ク
ル

は
、
各
シ
ュ
テ
ン
デ
団
体
に
お

い
て
き
ち
ん
と
選
挙
を
行
っ
て

代
表
を
選
出
し
、
そ
の
代
表
が

シ
ュ
テ
ン
デ
議
会
に
お
い
て
立

法
に
携
わ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
は
シ
ュ
テ
ン
デ
国
家
と
呼
べ

る
し
民
主
主
義
も
実
現
可
能
と

考
え
ま
し
た
。
一
方
で
エ
ー
リ
ッ

ヒ
・
フ
ェ
ー
ゲ
リ
ン
は
憲
法
に

規
定
さ
れ
た
別
の
立
法
機
関
（
新

憲
法
で
は
シ
ュ
テ
ン
デ
議
会
の

ほ
か
に
、
大
統
領
に
任
命
さ
れ

た
議
員
か
ら
な
る
国
家
評
議
会

や
州
評
議
会
な
ど
も
規
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
）
に
着
目
し
、
シ
ュ

テ
ン
デ
議
会
が
あ
く
ま
で
立
法

機
関
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、
単
独

で
立
法
機
能
を
持
た
な
い
こ
と

か
ら
、
新
国
家
は
シ
ュ
テ
ン
デ

国
家
と
い
う
よ
り
も
政
府
権
限

の
強
い
「
権
威
的
国
家
」
と
呼

ぶ
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
実
際
の
政
権
運
営
に
お

い
て
も
、
シ
ュ
テ
ン
デ
議
会
へ

の
権
限
委
譲
は
な
か
な
か
進
み

ま
せ
ん
で
し
た
。
議
会
を
経
な

い
政
府
命
令
に
よ
る
立
法
も
続

き
ま
し
た
し
、
シ
ュ
テ
ン
デ
議

会
の
議
員
も
シ
ュ
テ
ン
デ
内
部

で
の
選
挙
で
は
な
く
政
府
に
よ

り
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

そ
の
一
方
で
、
こ
う
し
た
政
権

運
営
が
「
シ
ュ
テ
ン
デ
」
国
家

と
い
う
憲
法
の
理
念
に
反
す
る

と
い
う
批
判
の
声
が
、
議
会
内

外
で
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

う
し
た
批
判
を
受
け
、
シ
ュ
シ
ュ

ニ
ク
は
１
９
３
８
年
に
は
憲
法

の
理
念
を
完
全
に
現
実
化
す
る

と
議
会
で
約
束
し
ま
す
。
し
か

し
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
合

邦
に
よ
り
オ
ー
ス
ト
リ

ア
と
い
う
国
家
そ
の
も

の
が
消
滅
し
、「
シ
ュ

テ
ン
デ
」
国
家
と
い
う

理
念
は
結
局
実
現
さ
れ
る
こ
と

な
く
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

本
研
究
は
「
シ
ュ
テ
ン
デ
国

家
の
理
念
と
実
践
―
オ
ー
ス
ト

ロ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
憲
法
・
国

制
」（『
北
海
学
園
大
学
法
学
研

究
』
第
57
巻
４
号
）
と
い
う
論

文
に
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。
関

心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
こ
ち
ら
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

彦
ひこ

北海学園学術研究助成事業報告㉒

北
海
道
釧
路
湖
陵
高
等
学
校
卒
。
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

後
期
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
法
学
）。
著
書
に
『
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ

ス
と
危
機
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
―
世
紀
末
・
世
界
大
戦
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
』

（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
２
０
１
６
年
）、「
オ
ー
ス
ト
ロ
・
フ
ァ
シ

ズ
ム
確
立
過
程
の
『
合
法
性
』
と
『
正
統
性
』
―
ア
ド
ル
フ
・
メ
ル
ク
ル
、

ロ
ベ
ル
ト
・
ヘ
ヒ
ト
、
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
フ
ェ
ー
ゲ
リ
ン
」（『
政
治
思
想

研
究
』
第
17
号
、
２
０
１
７
年
）
な
ど
が
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア「
シ
ュ
テ
ン
デ
国
家
」の
理
念
と
論
争

　

東
京
都
は
、
東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
の
報
告
書
を
令
和

４
年
３
月
に
公
表
し
ま
し
た
。
報

告
書
で
は
東
京
２
０
２
０
大
会

が
も
た
ら
し
た
レ
ガ
シ
ー
に
つ

い
て
、
９
つ
の
分
野
に
お
い
て

取
組
と
成
果
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
好
ま
し

い
成
果
と
し

て
私
が
共
感

で
き
た
内
容

は
、
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
や

サ
ー
フ
ィ
ン

な
ど
新
し
い

ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
普
及
と
、
パ

ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
共
生
社

会
の
実
感
で
す
。
し
か
し
、
復

興
五
輪
と
し
て
の
取
組
は
コ
ロ

ナ
禍
で
縮
小
さ
れ
、
十
分
な
成

果
を
あ
げ
た
と
は
言
え

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
当
初
計
画
か
ら

膨
ら
ん
だ
開
催
経
費
に

つ
い
て
は
納
得
で
き
る

説
明
が
な
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
新
設
し
た
競
技

施
設
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
今
後
を
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

一
方
、
２
０
３
０

年
に
冬
季
大
会
の
招

致
を
目
指
す
札
幌
市

は
、
令
和
３
年
11
月

に
２
０
３
０
北
海
道
・

札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
概
要

（
案
）
を
公
表
し
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
、
こ
の
大
会
に
お
い
て
目

指
す
ま
ち
の
姿
と
大
会
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
レ
ガ
シ
ー
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
容
を

要
約
す
る
と
、
世
界
最
大
規
模

の
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に

開
催
都
市
と
し
て
関
わ
る
こ
と

に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心

を
高
め
、
健
康
で
活
力
の
あ
る

社
会
を
作
る
こ
と
。
大
会
開
催

を
契
機
に
、
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

の
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
世

界
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
。
人
や
環

境
に
や
さ
し
い
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
取
組
を
行
い
、
次
世

代
に
つ
な
げ
る
こ
と
。
を
挙
げ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
会
運
営

費
に
は
原
則
と
し
て
税
金
を
投

入
し
な
い
こ
と
、
大
会
の
た
め

の
新
し
い
施
設
は
設
け
な
い
こ

と
を
表
記
し
て
い
ま
す
。

　

４
年
に
１
度
、
多
く
の
競
技

の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
一
つ

の
都
市
に
集
結
し
て
開
催
さ
れ

る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
は
、
ま
さ
に

世
界
中
が
注
目
す
る
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
で
す
。
開
催
都
市
と
し

て
、
こ
の
歴
史
あ
る
冬
季
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
を
ホ
ス
ト
す
る
経

験
は
、
た
い
へ
ん
意
義
深
い
も
の

と
な
る
で
し
ょ
う
。
札
幌
市
が

行
っ
た
大
会
招
致
に
対
す
る
意

向
調
査
で
は
、
開
催
に
肯
定
的

な
意
見
が
過
半
数
と
な
っ
た
も

の
の
、
否
定
的
な
意
見
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在

は
、
札
幌
市
と
Ｊ
Ｏ
Ｃ
に
よ
り
、

大
会
開
催
に
つ
い
て
の
理
解
促

進
・
機
運
醸
成
の
た
め
の
活
動

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
東

京
２
０
２
０
大
会
の
レ
ガ
シ
ー

を
活
か
し
、
十
分
に
説
明
を
尽

く
し
て
市
民
・
道
民
の
理
解
を

得
る
努
力
を
期
待
し
ま
す
。

経
営
学
部
教
授田た

中な
か

昭あ
き

憲の
り

オリンピック・レガシー

敵対的買収をめぐる議論

法学部講師

堀
ほり

井
い

拓
たく

也
や

　

敵
対
的
買
収
と
は
、「
買
収

の
対
象
と
な
る
会
社
…
…
の

現
経
営
陣
の
賛
同
を
得
な
い

で
行
う
買
収
」（
田
中
亘
『
企

業
買
収
と
防
衛
策
』（
商
事
法

務
、
２
０
１
２
年
）
27
頁
）
の

こ
と
を
指
し
ま
す
。
平
成
17

（
２
０
０
５
）年
の
ラ
イ
ブ
ド
ア

に
よ
る
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
の
買
収

（
東
京
高
決
平
成
17
年
３
月
23

日
判
時
１
８
９
９
号
56
頁
）、

そ
し
て
、平
成
19
（
２
０
０
７
）

年
の
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
に
よ
る
ブ
ル
ド
ッ
ク
ソ
ー
ス

の
買
収
（
最
決
平
成
19
年

８
月
７
日
民
集
61
巻
５

号
２
２
１
５
頁
）
が
、
こ

の
問
題
に
関
す
る
必
読
の

裁
判
例
と
な
り
ま
す
。
私

が
会
社
法
の
勉
強
を
始
め

た
頃
は
、
こ
の
よ
う
な
裁

判
例
の
登
場
を
踏
ま
え

て
、
活
発
な
議
論
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
学
部

時
代
の
ゼ
ミ
で
こ
の
問
題

を
深
く
勉
強
し
、
議
論
を

し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。「
会
社
支
配
権
市
場

が
新
し
い
時
代
に
突
入
し

た
」（
中
東
正
文
「
敵
対
的
買

収
防
衛
策
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ

バ
ナ
ン
ス
」
監
査
役
７
２
９

号
（
２
０
２
２
年
）
58
頁
）
と

評
さ
れ
る
よ
う
に
、
令
和
３

（
２
０
２
１
）
年
に
は
、
こ
の

敵
対
的
買
収
の
防
衛
策
の
適
法

性
に
関
す
る
裁
判
例
が
相
次
い

で
登
場
し
ま
し
た
。

　

敵
対
的
買
収
を
め
ぐ

る
法
的
な
議
論
に
お
い

て
、
現
在
で
は
「
支
配

権
争
い
の
帰
趨
は
株
主

が
決
め
る
べ
き
で
あ
る
」

と
い
う
考
え
方
（
田
中
・

前
掲
27
頁
）
が
学
界
・

実
務
に
定
着
し
て
い
ま

す
（
松
中
学
「
敵
対
的

買
収
防
衛
策
に
関
す
る

懸
念
と
提
案
（
上
）」
商

事
法
務
２
２
９
５
号

（
２
０
２
２
年
）
５
頁
）。

敵
対
的
買
収
者
に
よ
る

経
営
支
配
権
の
獲
得
を
支
持
す

る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
現
経
営

陣
に
よ
る
経
営
を
支
持
す
る
の

か
は
、
株
主
の
判
断
に
委
ね
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
法
的
に
ど
の
よ
う
な
意
味

で
あ
る
の
か
、
実
は
は
っ
き
り

し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

（
松
中
・
前
掲
５
頁
以
下
を
参

照
）。
学
界
・
実
務
に
お
け
る

最
先
端
の
問
題
と
い
え
ま
す
。

　

私
は
本
学
に
赴
任
し
て
以

来
、
な
ぜ
株
式
は
議
決
権
を
行

使
す
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
制

限
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
、

そ
も
そ
も
株
主
総
会
は
い
か
な

る
法
的
な
性
質
を
有
す
る
の
か

等
々
、
株
主
の
議
決
権
と
株
主

総
会
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て

研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
上

記
の
問
題
も
、
私
の
こ
れ
ま
で

の
研
究
の
延
長
線
上
に
位
置
付

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
何
か

学
界
・
裁
判
実
務
に
影
響
を
与

え
う
る
議
論
を
展
開
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
か
、
模
索
す

る
日
々
で
す
。

　
（
一
財
）
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

協
会
様
か
ら
「
２
０
２
２
年
度

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
奨
励
特
別

賞
」
を
頂
き
、
本
稿
の
締
切
り

間
際
に
開
催
さ
れ
た
表
彰
式
に

出
席
し
て
き
た
。
表
彰
式
の
開

催
は
三
年
ぶ
り
と
の
こ
と
で
あ

る
。
表
彰
は
、
国
際
貢
献
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
振
興
、
中
小

規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
実
プ
ロ

化
が
期
待
さ
れ
る

先
駆
的
技
術
が
対

象
と
な
っ
て
お
り
、

久
々
に
企
画
さ
れ

た
懇
親
会
で
は
、

お
酒
を
酌
み
交
わ

し
な
が
ら
他
の
受
賞
者
の
苦
労

話
や
武
勇
伝
を
じ
っ
く
り
と
お

聞
か
せ
頂
け
る
の
で
は
と
楽
し

み
に
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
感

染
者
の
増
加
が
継
続
し
て
い
た

た
め
、
急
遽
ア
ル
コ
ー
ル
は
自

粛
し
て
の
時
短
懇
親
会
へ
と
変

更
と
な
っ
た
の
は
残
念
至
極
で

あ
っ
た
。

　

受
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
に

は
大
規
模
な
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
い
く
つ
か
あ
り
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
よ
る
混
乱
や
自
然
災

害
に
直
面
し
た
中
で
の
予
算
・

契
約
納
期
を
遵
守
す
る
た
め
の

努
力
・
技
術
開
発
の
結
実
が
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
新
阿
蘇

大
橋
工
事
に
お
い
て
は
５
年
半

の
標
準
工
期
に
対
し
て
約
１
年

４
ヵ
月
の
工
期
短
縮
を
実
現
し

て
い
る
。
困
難
を
乗
り
越
え
る
た

め
の
創
意
工
夫
と
そ
の
体
系
化
・

継
承
が
、
従
前
の
技
術
を
大
き

く
進
歩
さ
せ
て
き
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
新
し
い
発
想
は
そ
の
真

摯
な
創
意
工
夫
か
ら
生
ま
れ
て

き
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
で
き

た
機
会
で
あ
っ
た
。

　

学
生
諸
氏
も
困
難
に
直
面
す

る
事
態
が
続
い
て
い
る
が
、
自

分
の
力
で
は
変
え
る
こ
と
の
で

き
な
い
条
件
下
に
お
い
て
、
自

分
自
身
を
高
め
る
た
め
に
創
意

工
夫
す
る
こ
と
は
、
今
の
技
術

を
よ
り
良
い
技
術
に
す
る
た
め

の
創
意
工
夫
と
似
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
あ
る
条
件
（
自
然

災
害
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
の
中
で
、

自
分
の
課
題
（
予
算
・
契
約
納
期
）

と
真
摯
に
向
き
合
い
、
自
分
自

身
の
取
り
組
み
方
（
提
案
す
る

技
術
）
と
そ
の
結
果
の
評
価
（
予

算
・
契
約
納
期
を
遵
守
で
き
て
い

る
か
）
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

自
分
あ
る
い
は
先
生
（
依
頼
者
・

指
導
者
）
が
望
む
評
価
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
ま
で
試
行
錯
誤

す
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
工
学
に
お

け
る
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
信

頼
関
係
も
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中

で
築
か
れ
る
。
学
生
時
代
の
私

に
教
え
て
あ
げ
た
い
。

　

本
学
が
コ
ロ
ナ
禍
に
直
面
し

た
時
、
私
は
着
任
３

年
目
で
教
務
委
員
１

年
目
で
あ
っ
た
。
あ

る
学
生
が
「
コ
ロ
ナ

で
学
費
が
急
遽
支
払

え
な
く
な
っ
た
の
で
親
と
働
き

ま
す
」
と
退
学
届
け
を
笑
顔
で

提
出
し
に
き
た
。
そ
の
時
の
学

生
の
、
割
り
切
ろ
う
と
し
て
い

る
が
切
な
さ
を
隠
し
き
れ
て
い

な
い
笑
顔
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
い

つ
も
私
を
初
心
に
戻
し
て
く
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
学
生

へ
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
環
境

に
い
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

トピックストピックス
6868

困
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
の

創
意
工
夫
か
ら
生
ま
れ
る
発
想

工
学
部
教
授植う

え

松ま
つ

武た
け

是よ
し
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「
第
28
回
人
文
学
の
挑
戦
」

が
７
月
10
日
、
紀
伊
國
屋
書

店
札
幌
本
店
で
開
催
さ
れ
た
。

講
師
は
３
月
に
刊
行

さ
れ
た
『「
い
ろ
は
」

の
19
世
紀
│
文
字
と

教
育
の
文
化
史
』
の

著
者
、
人
文
学
部
・

岡
田
一
祐
先
生
。

19
世
紀
は
文
字
表

記
や
教
育
制
度
、
印

刷
方
法
な
ど
様
々
な

こ
と
に
変
化
が
あ
っ

た
時
代
で
、
岡
田
先

生
は
「
奈
良
時
代
に

漢
字
や
漢
文
が
伝
来

し
て
以
降
、
そ
れ
ら

を
日
本
語
で
表
そ
う

と
す
る
試
み
や
訓
読

み
、
仮
名
が
作
ら
れ

て
き
た
。
江
戸
時
代

は
固
定
さ
れ
た
漢
字
が
な
く
、

そ
の
時
々
で
違
う
字
を
当
て

は
め
て
い
た
。
平
仮
名
は
一

つ
の
音
に
対
し
て
幾
つ
か
の

種
類
が
あ
り
変
体
仮
名
と
い

う
」
と
説
明
。
明
治
時
代
に
な

る
と
、「
翻
訳
漢
語
の
増
加
や

教
育
制
度
の
整
備
に
よ
っ
て
、

文
字
の
意
味
や
形
を
正
し
く

用
い
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ

た
」
と
書
物
や
浮
世
絵
を
使
っ

て
解
説
し
た
。
１
９
９
０
年

に
小
学
校
が
義
務
教
育
化
さ

れ
、
国
語
と
い
う
科
目
が
成

立
。
変
体
仮
名
の
廃
止
や
棒

引
き
仮
名
遣
い
、
教
育
漢
字

の
制
限
が
行
わ
れ
た
。
文
字

の
変
化
に
つ
い
て
「
19
世
紀

は
激
動
の
時
代
だ
っ
た
」
と

締
め
く
く
っ
た
。

　
「
日
本
一
小
さ
な
映
画
館
」

と
し
て
１
９
９
２
年
に
誕
生

し
た
札
幌
の
シ
ア
タ
ー
キ
ノ

の
30
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
昨
年
札
幌
に
開
業

し
た
新
刊
書
店
「Seesaw 

Books
」
と
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
が
６
月
29
日
に
開
催
さ
れ

た
（
主
催
・
会
場
は
札
幌
市

図
書
・
情
報
館
）。
ゲ
ス
ト
は

本
学
人
文
学
部
・
田
中
綾
教

授
、
シ
ア
タ
ー
キ
ノ
代
表
の

中
島
洋
氏
、Seesaw Books

オ
ー
ナ
ー
の
神
輝
哉
氏
。

　

シ
ア
タ
ー
キ
ノ
とSeesaw 

Books

の
共
通
点
は
「
市
民
に

必
要
と
さ
れ
て
誕
生
し
た
場
」

で
あ
る
こ
と
。
中
島
氏
は
「
多

様
性
を
軸
に
時
代
と
共
に
変

化
し
て
き
た
」
と
振
り
返
る
。

学
生
時
代
イ
メ
ー
ジ
ガ
レ
リ

オ
（
シ
ア
タ
ー
キ
ノ
の
前
身
）

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
い
た
田
中
教
授

は
、
当
時
の
思
い
出

話
し
を
披
露
。
後
半

は
人
の
力
を
集
め
て

場
づ
く
り
を
し
て
き

た
方
法
を
解
説
し
、

最
後
に
シ
ア
タ
ー
キ

ノ
30
周
年
記
念
出
版

『
若
き
日
の
映
画
本
』

が
紹
介
さ
れ
た
。

第
28
回
人
文
学
の
挑
戦

　

本
学
地
域
連
携
推
進
機
構
と
北
広
島

市
と
の
連
携
企
画
・
地
域
連
携
特
別
講

座
が
６
月
28
日
、
北
広
島
市
芸
術
文

化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。　

◆　
　

◆　
　

◆

「
ク
セ
か
ら
探
る
、
私
た
ち
の
行
動

  

パ
タ
ー
ン
〜
心
理
学
入
門
〜
」

経
営
学
部
准
教
授
田た

中な
か

勝ま
さ

則の
り

　

私
た
ち
に
と
っ
て
心
は
身
近
な
も
の

で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
体
系
的
に
学
ぶ
機
会
が
少
な
い

こ
と
も
ま
た
事
実
で
す
。
そ
の
よ
う
な

観
点
か
ら
、
今
回
は
心
理
学
と
は
ど
の

よ
う
な
学
問
で
あ
る
か
に
つ
い
て
お
話

を
さ
せ
て
頂
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
心
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
を

お
伺
い
し
、
そ
の
後
に
物
事
の
見
え
方

や
捉
え
方
を
体
験
し
て
頂
く
形
で
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
の
講
演
を
実
施

し
ま
し
た
。
フ
ロ
ア
の
皆
様
に
ご
自
身

の
日
常
生
活
と
関
連
づ
け
る
形
で
認
知

や
行
動
に
つ
い
て
体
験
的
に
学
ん
で
頂

く
活
動
や
演
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
活

動
の
紹
介
を
通
じ
て
、
心
理
学
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
頂
く
ひ
と
時
に
な
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。

　

講
演
の
後
半
で
は
自
ら
の
ク
セ
を
取

り
上
げ
て
も
ら
い
、
そ
れ
ら
を
変
容
さ

せ
る
た
め
の
簡
単
な
ワ
ー
ク
に
も
取
り

組
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
対
策
の
一
環
で
十
分
な
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
で
き
な
か
っ
た
の
は

心
残
り
で
す
が
、
そ
れ
で
も
フ
ロ
ア
の

皆
様
と
の
質
疑
や
や
り
と
り
を
通
じ
て

久
々
に
対
面
で
の
学
び
の
機
会
を
提
供

で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

北
広
島
市
×
北
海
学
園
大
学
連
携
企
画  

地
域
連
携
特
別
講
座

左から新刊書店 Seesaw Books 神輝哉オー
ナー、シアターキノ 中島洋代表、本学人文学部
田中綾教授、司会の佐藤優子氏

経営学部　田中勝則准教授

札
幌
市
図
書
・
情
報
館
×
シ
ア
タ
ー
キ
ノ
30
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

シ
ア
タ
ー
キ
ノ
×
Ｓｅ
ｅ
ｓ
ａ
ｗ      

Ｂｏ
ｏ
ｋｓ
ク
ロ
ス
ト
ー
ク

ま
ち
の
文
化
は「
場
」づ
く
り
か
ら

　

哲
学
者
の
ア
ン
デ
ィ
・
ク
ラ
ー

ク
は
、
言
葉
を
発
し
た
と
き
か

ら
人
間
は
サ
イ
ボ
ー
グ
だ
っ
た
、

と
考
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
物
理

的
な
実
体
（
有
体
物
）
で
あ
る

か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
人
工
物

と
融
合
す
る
こ
と
で
人
間
は
サ

イ
ボ
ー
グ
に
な
る
と
い
う
の
で

す
。
こ
う
考
え
る
と
、サ
イ
ボ
ー

グ
は
も
は
や
Ｓ
Ｆ
の
世
界
の
話

で
は
な
く
な
り
ま
す
。

　

人
工
物
を
有
体
物
に
限
定
し

な
い
メ
リ
ッ
ト
は
、
人
間
と
技

術
と
の
関
係
を
人
類
史
的
な
視

野
で
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
で
す
。
技
術
、
そ
し
て
技

術
が
つ
く
り
出
す
人
工
物
が
人

間
に
及
ぼ
す
影
響
を
理
解
し
よ

う
と
す
る
と
き
、
ク
ラ
ー
ク
の

定
義
は
最
善
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
で
す
。
他
方
、
サ
イ
ボ
ー
グ

を
語
る
と
き
の
ク
ラ
ー
ク
の
ロ

ジ
ッ
ク
に
は
同
意
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
人
工
物
と
は
人
間
に

元
々
備
わ
る
働
き
を
「
代
替
」

す
る
も
の
で
あ
り
、
人
工
物
と

の
融
合
、
つ
ま
り
サ
イ
ボ
ー
グ

化
が
人
間
の
能
力
を
「
拡
張
」

す
る
、
と
い
う
論
理
で
す
。
本

書
で
は
、
こ
の
ロ
ジ
ッ
ク
の
始

ま
り
を
プ
ラ
ト
ン
の
哲
学
に
求

め
、
ク
ラ
ー
ク
の
サ
イ
ボ
ー
グ

論
、
さ
ら
に
古
代
ギ
リ
シ
ャ
以

来
の
技
術
論
や
人
工
物
論
を
批

判
的
に
読
み
解
き
ま
し
た
。

　

解
決
す
べ
き
課
題
が
あ
り
、

そ
れ
を
解
く
た
め
に
人
工
物
が

発
明
さ
れ

る
、
必
要

は
発
明
の

母
だ
。
こ

う
し
た
発

明
（
家
）

観
は
、
実

は
正
し
く

な
い
の
で

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
途

は
、
発
明
当
初
は
誰
も
知
ら
ず
、

「
使
用
」
を
通
じ
て
徐
々
に
定

ま
っ
て
き
た
も
の
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
未
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い

使
途
さ
え
あ
る
か
も
し
れ
な
い

の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
す
べ

て
の
人
工
物
に
当
て
は
ま
り
ま

す
。「
使
用
」
の
様
子
を
観
察
す

る
こ
と
な
く
「
拡
張
」
の
効
果

を
保
証
す
る
類
の
技
術
論
は
、

議
論
の
順
序
が
転
倒
し
て
い
る

の
で
す
。
こ
の
転
倒
は
、ク
ラ
ー

ク
の
議
論
の
み
な
ら
ず
、
技
術

論
に
広
く
見
ら
れ
る
病
理
で
す
。

こ
の
認
識
を
前
提
に
、
本
書
で

は
、「
使
用
」
か
ら
人
工
物
を
理

解
す
る
た
め
に
必
要
な
準
備
に

つ
い
て
も
書
き
ま
し
た
。

　

こ
の
本
を
著
し
た
後
、
Ａ
Ｉ

や
メ
タ
ヴ
ァ
ー
ス
な
ど
、
今
ま

さ
に
人
間
の
生
活
を
大
き
く
変

え
つ
つ
あ
る
人
工
物
に
つ
い
て

考
え
て
い
ま
す
。
著
者
の
み
な

ら
ず
、
読
者
に
と
っ
て
も
本
書

が
人
工
物
を
新
し
い
目
で
見
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

人
工
物
の
意
味
と
は
何
か
？

『サイボーグ
人工物を理解するための鍵』

東京大学出版会
 2022 年

を

柴田  崇
人文学部教授

 しば   た      たかし

自著自著
語る 30

19世紀の文字の移り変わりを解説

人文学部　岡田一祐講師

世界遺産観光を考える
2022年度 第 1回市民公開講座

う
で
す
）
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
焼

却
処
分
さ
れ
た
と
い
う
説
明
が

目
に
留
ま
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら

は
、
聖
遺
物
の
よ
う
な
目
に
見
え

る
も
の
を
神
聖
化
す
る
、
ル
タ
ー

が
非
難
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な

信
仰
が
、
ル
タ
ー
の
支
持
者
た

ち
に
よ
っ
て
も
繰
り
返
さ
れ
た

【
風
刺
劇
】
を
語
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。
世
界
遺
産
観
光

は
、
そ
の
公
式
ス
ト
ー
リ
ー
へ

の
違
和
感
を
契
機
に
、
文
化
に

つ
い
て
多
様
な
理
解
を
触
発
し

う
る
の
で
す
。

み
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
関
係
者
の

努
力
は
高
く
評
価
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
地
道
な
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
て
い
た

研
究
基
盤
が
あ
っ
て
こ
そ
の
登

録
で
し
た
。
す
で
に
登
録
さ
れ
た

国
内
の
世
界
遺
産
は
、
自
然
遺

産
を
除
く
と
西
高
東
低
で
あ
り
、

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
う
え
で
も
意

義
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
世

界
遺
産
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
そ
れ
で
す
べ
て
が
終
わ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
登
録
後

は
６
年
ご
と
に
保
全
状
況
を
報

告
す
る
義
務
が
待
っ
て
い
ま
す
。

４
道
県
と
い
う
広
範
な
地
域
に

資
産
が
分
散
す
る
遺
跡
群
で
は
、

観
光
客
の
大
幅
な
増
加
は
見
込

め
ま
せ
ん
。
保
全
に
む
け
て
地

域
住
民
が
関
心
を
も
っ
て
主
体

的
に
か
か
わ
る
仕
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
し
、
と
り
わ
け
、

こ
れ
か
ら
遺
跡
を
保
護
す
る
立

場
と
な
る
若
い
世
代
へ
の
教
育

も
急
務
と
な
り
ま
す
。

　2022 年度第 1回市民公開講座が 7月16日、D30 番教室で開催された。
　日本では2013 年から 2019 年まで、毎年各地の文化遺産が世界遺産に登録され、地元では、
世界遺産というブランドを利用した観光振興への期待も高まっている。本講座では、特定の歴
史的遺物が「普遍的」な価値を持つとみなされるプロセスとその問題点を検証。世界遺産観光
の功罪を国際比較を通して問いかけ、世界遺産と観光を自分たちの問題として考えた。

世
界
遺
産
の
メ
タ
ヒ
ス
ト
リ
ー

―
ル
タ
ー
記
念
遺
産
と
潜
伏
キ
リ

シ
タ
ン
関
連
遺
産
を
例
に
―

人
文
学
部
准
教
授  

小こ

柳
や
な
ぎ

敦あ
つ

史し

【
キ
リ
ス
ト
教
学
】

　
「
ア
イ
ス
レ
ー
ベ
ン
と
ヴ
ィ
ッ

テ
ン
ベ
ル
ク
の
ル
タ
ー
記
念
建

造
物
群
」
と
「
長
崎
と
天
草
地
方

の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」

は
い
ず
れ
も
、
主
人
公
が
苦
難

を
経
て
勝
利
を
掴
む
と
い
う
【
ロ

マ
ン
ス
】（
＝
英
雄
物
語
）
様
式

の
公
式
ス
ト
ー
リ
ー
に
よ
っ
て
、

そ
の
「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」

を
説
明
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
地
を
訪
れ
る
と
、
そ
う
し
た

公
式
ス
ト
ー
リ
ー
を
撹
乱
す
る

要
素
に
出
会
い
ま
す
。
例
え
ば
、

ア
イ
ス
レ
ー
ベ
ン
の
《
ル
タ
ー

の
死
ん
だ
家
》
で
は
、
ル
タ
ー

が
息
を
引
き
取
っ
た
ベ
ッ
ド
が
、

そ
れ
を
聖
遺
物
と
し
て
崇
拝
す

る
見
学
者
が
削
っ
て
持
ち
帰
る

（
歯
痛
に
効
く
と
信
じ
ら
れ
た
そ

世
界
遺
産
に
新
登
録
さ
れ
た

北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺

跡
群
―
登
録
の
光
と
影
―

人
文
学
部
教
授  

手て

塚づ
か

薫
か
お
る

【
人
類
学
】

　

こ
れ
ま
で
、
縄
文
文
化
は
、

海
外
で
は
十
分
に
認
知
さ
れ
て

い
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

北
海
道
と
北
東
北
の
代
表
的
な

遺
跡
を
用
い
て
周
辺
の
自
然
環

境
と
調
和
し
た
狩
猟
採
集
を
基

盤
と
し
た
暮
ら
し
を
１
万
年
以

上
に
わ
た
っ
て
存
続
さ
せ
た
縄

文
文
化
の
具
体
的
な
価
値
を
巧

講
演
２

講
演
１

先
住
民
遺
跡
観
光
の
現
状
と

課
題
―
カ
ナ
ダ
の
取
り
組
み
と
北

海
道
の
こ
れ
か
ら
―

人
文
学
部
教
授  

大お
お

森も
り

一か
ず

輝て
る

【
ア
メ
リ
カ
史
】

　

特
定
の
地
域
に
あ
り
な
が
ら

地
球
上
の
「
み
ん
な
の
も
の
」

で
あ
る
と
い
う
世
界
遺
産
の
「
矛

盾
」
は
、
先
住
民
遺
跡
に
集
約

的
に
現
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
講

演
で
は
、
彼
ら
を
迫
害
し
て
き

た
国
家
が
そ
の
文
化
を
守
り
国

内
外
に
発
信
す
る
側
に
立
つ
場

合
、
先
住
民
と
の
協
力
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
な
の
か
、

そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
ス

テ
ッ
プ
が
必
要
な
の
か
を
、
カ
ナ

ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
の
世
界
遺
産

「
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
狩
り
の
断
崖
」

と
先
住
民
自
身
が
運
営
す
る
「
ブ

ラ
ッ
ク
フ
ッ
ト
・
ク
ロ
ッ
シ
ン

グ
歴
史
公
園
」
を
手
が
か
り
に

し
て
考
え
ま
し
た
。
そ
の
う
え

で
、
こ
の
こ
と
を
自
分
事
と
し
て

捉
え
る
た
め
に
、
ウ
ポ
ポ
イ
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
民

族
を
「
自
分
た
ち
と
は
違
う
人

た
ち
」
と
（
だ
け
）
み
な
す
の

で
は
な
く
、
そ
の
文
化
は
、
私

た
ち
が
か
つ
て
滅
ぼ
そ
う
と
し
、

今
は
そ
の
復
興
に
責
任
を
負
っ

て
い
る
「
隣
人
の
文
化
」
な
の
だ
、

と
い
う
こ
と
を
私
た
ち
は
自
覚

す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
施
設
を
、

物
見
遊
山
の
た
め
の
単
な
る
観

光
地
で
は
な
く
、
慰
霊
へ
の
関

わ
り
方
も
含
め
、
敬
意
あ
る
関

係
を
築
く
た
め
の
拠
点
、
ま
さ

に
、
本
当
の
意
味
で
の
「
民
族

共
生
象
徴
空
間
」
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
論
じ
ま
し
た
。

講
演
３

人文学部　小柳敦史准教授

人文学部　手塚薫教授

人文学部　大森一輝教授

同窓会（豊平会）は優秀な学業成績をあげたことが認められた学生19人を第１種奨学生と
して認定しました。

学部／学科 学年 氏名
法 学 部／政治学科 4年 長嶺　尚征
人文学部／日本文化学科 4年 髙野　風音
人文学部／日本文化学科 4年 鈴木　茉穂
人文学部／英米文化学科 4年 鎌田　優月
人文学部／英米文化学科 4年 吉川　真生
工 学 部／社会環境工学科 2年 熊澤　拓己
工 学 部／建築学科 4年 渡邊　智帆
工 学 部／電子情報工学科 3年 橋向　隼平
工 学 部／生命工学科 2年 大井　幹那

学部／学科 学年 氏名
経済学部／経済学科 2年 中公　太一
経済学部／経済学科 2年 水柿　　葵
経済学部／地域経済学科 3年 河村　美空
経済学部／地域経済学科 3年 太田　陸也
経営学部／経営学科 4年 寶嶋　響子
経営学部／経営学科 2年 横田　修平
経営学部／経営情報学科 2年 石塚　七菜
法 学 部／法律学科 4年 佐々木真弥
法 学 部／法律学科 4年 福島　龍誠
法 学 部／政治学科 4年 武田　朋也

北海学園大学同窓会第1種奨学金給付学生

　教育振興会は、奨学金B（「学業成績が特に優れている学生への奨学金」）を９人の学生に
給付します。教育振興会の趣旨に賛同する多くの方々からのご芳志により、今年も１人あた
り30万円を給付します。

奨学金B給付学生
学部／学科 学年 氏名

経済学部／地域経済学科 4年 伊嶋　柚稀
経済学部／地域経済学科 4年 桑折　大哉
経営学部／経営情報学科 4年 佐藤　大河
経営学部／経営学科 4年 前川紗耶華
法 学 部／政治学科 4年 和氣こころ

学部／学科 学年 氏名
法 学 部／法律学科 4年 太田　拓志
人文学部／日本文化学科 4年 松久　　楓
人文学部／日本文化学科 4年 髙山　礼海
工 学 部／社会環境工学科 4年 奥田　智也

北海学園大学同窓会（豊平会）

教育振興会

奨学生認定証授与奨学生認定証授与奨学生認定証授与

奨学金B授与奨学金B授与奨学金B授与
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　授業では、中世から20世紀までのフランス文学にお

ける恋愛を読み解きジェンダーについて考察している。

　「19 世紀の作品、ロートレアモン伯爵の『マルド

ロールの歌』という散文詩を紹介します」

　主人公のマルドロールは悪の化身で、人間た

ちに強い憎しみをいだき理由なく人を殺し傷つ

ける。しかし、マルドロールは美少年へは愛を注

ぐ同性愛者だ（大人の男性は対象外）。「この時代、

男性は欲望の主体・征服する性であり、女性は欲望の客

体・征服される性であるとされていました。一方で、男

性同性愛者は正常な男性ではないと考えられており、し

ばしば女性的で劣った存在とみなされました」。マルド

ロールは、自分が征服されないように弱い少年を選

び攻撃し傷つけ、相手を女性的とみなす。そして、

自らの男性性に過剰なこだわりを持ち、自分が

正常な男性であることを証明しようとした。「マ

ルドロールの、少年たちに対する複雑な態度や感

情は、当時の同性愛者に対する偏見が影を落として

いると考えられます」。恋愛はいつの世も普遍的である

が不変ではない。あなたはどう考えますか？

フランス文学を通じて、恋愛とジェンダーを考える

　「19 世紀の作品、ロートレアモン伯爵の『マルド

ぐ同性愛者だ（大人の男性は対象外）。「この時代、

ロールは、自分が征服されないように弱い少年を選

び攻撃し傷つけ、相手を女性的とみなす。そして、

ルドロールの、少年たちに対する複雑な態度や感

情は、当時の同性愛者に対する偏見が影を落として

外国文学Ⅰ
フランス 経済学部

一
いち

條
じょう

由
ゆ

紀
き

教授

　「ここに４枚のカードがあり、 片面に数字、もう片面

には文字が書かれています。今見えているのは『知』『キ』

『17』『８』。『漢字の裏は偶数だ』という仮説を確か

めるためには、どのカードをめくる必要があり

ますか？」と鈴木先生が問いかける。まず漢字

『知』のカードをめくり偶数が出ればＯＫだ。次

は『８』？『17』？ 正解は奇数の『17』だ。奇数を

めくって『木』と書かれていたとすると「奇数の裏は

漢字だった」わけで「漢字の裏は奇数」となり（奇数は

「偶数でない」ので）「漢字の裏は偶数でない」ことになっ

てしまって仮説が間違いになってしまうからだ。仮説の

正しさを確かめるためには、「漢字なら偶数」と「偶数じゃ

ないとき漢字じゃない」という対偶を確かめる必要

があるのだ 。　

　では「漢字の裏が偶数だ」を確証するにはど

のカードをめくればいいか ？　日本語の「～は

…」と「～が…」は多くの場合、論理形式が異な

る。「『犬は友だち』『犬が友だち』など、自分にとっ

てわかりやすい例で考えてみて」と鈴木先生。さあ「論

理的に」考えてみよう。

日常のわかりやすい例で、論理的な思考を身につけよう

『17』『８』。『漢字の裏は偶数だ』という仮説を確か

めくって『木』と書かれていたとすると「奇数の裏は

ないとき漢字じゃない」という対偶を確かめる必要

があるのだ 。　

…」と「～が…」は多くの場合、論理形式が異な

る。「『犬

論理学Ⅰ

　「色鉛筆（６色以上）を使って、以下の枠に指定された

あなたの色〝なるべく明るいグレー〞と〝なるべく暗い

グレー〞を作りなさい（黒、白、茶、肌色、グレー

系の色鉛筆は使用不可とする）」、これがこの日

の課題だ。学生たちはいっせいに２種類のグレー

を、４㎝四方の枠の中に作っていく。原井先生

は「技術を評価するわけではありません。色を出

すために取り組んだ過程を見て採点します。大切な

のは密度、つまり色を重ねた回数や丁寧さ、キメの細か

さです」と説明する。

　この科目では、美術作品を通して西洋の様々な文化に

触れながら、芸術の本質を学ぶ。美術史や芸術学の知識

をはじめ、創作という実技作業から言語化しにくい

理屈などにも取り組む。「アート＝とんでもない

こと、ではなく、歴史も基準もあります。だけど、

過去は語れても常に新しいものが作られている。

答えがなく、価値観は誰にも決められないもので

す。みなさんにはそれぞれの好き嫌い、価値基準を

持ってほしい。そのために課題に取り組んでいきます」

　十人十色、それぞれのグレーが作られていた。

それぞれの答え、それぞれの価値観を見つけてほしい

グレー〞を作りなさい（黒、白、茶、肌色、グレー

すために取り組んだ過程を見て採点します。大切な

をはじめ、創作という実技作業から言語化しにくい

理屈などにも取り組む。「アート＝とんでもない

答えがなく、価値観は誰にも決められないもので

す。みなさんにはそれぞれの好き嫌い、価値基準を

芸術論Ⅰ
工学部

原
はら

井
い

憲
けん

二
じ

教授

　「はーい、５分間ウォームアップ！」

　伊熊先生のかけ声で学生たちはパス、レシーブ、トス、

スパイク、サーブの練習をキビキビとこなしてい

く。前期も終盤に入ったこの日の授業から、い

よいよ試合形式となる。履修者は 30 名。男子女

子それぞれ３人ずつの５チームによる総当たり

戦で、1 セット 15 点を先取した方が勝ち。それ

までの練習成果とチームワークが試される。

　「ナイス！」「ドンマイドンマイ！」「集中集中！」

　経験者による一方的なゲーム展開になるのかと思いき

や、なかなかそうはならない。チームメート同士が声を

掛け合い、カバーし合いながら試合は徐々に白熱してい

く。「このクラスは学生同士の人間関係がよくでき

ていて、バレーボール経験の浅い学生が上手な

学生にうまく引っ張られていくんです。授業は

あくまで学生主体の進行で、誰一人取り残され

ることなく、みんな楽しく授業に参加することを

心がけています」と伊熊先生。あっという間に５試

合が終わり、クールダウン。学生たちは額に汗を滲ませ、

爽快感あふれる笑顔で体育館を後にする。

誰一人取り残されることなく、みんな楽しく授業に参加！

スパイク、サーブの練習をキビキビとこなしてい く。「このクラスは学生同士の人間関係がよくでき

ていて、バレーボール経験の浅い学生が上手な

ることなく、みんな楽しく授業に参加することを

心がけています」と伊熊先生。あっという間に５試

体育実技ⅠＡ
バレーボール

　地理学の授業では、地形図の読図や作図など基礎的な

技能を学び、地理学的な見方・考え方を身につけていく。

この日はコンピューター実習室で地理情報システム

（GIS）を使い「ハザードマップで豊平キャンパス

周辺の浸水リスクを把握する」というもの。

「ではブラウザで『札幌市地図情報サービス』か

ら『札幌市の浸水想定』を開いて、大学周辺の浸

水リスクを見てください」。谷端先生が学生一人一人

の作業状況を見てアドバイスする。次に地理院地図サイ

トの『治水地形分類図』を開き、大学周辺が河岸段丘で

あることを確認。さらに、KTGIS.net の「web 等高線メー

カー」で札幌市中心部の等高線を表示。豊平川の南（山）

から北（平野）にかけて扇状地であることがわかる。

これらを踏まえて豊平キャンパス周辺の避難場所

を見ると、大学から500ｍほど離れた豊平川沿い

の避難場所は大学の標高より約２ｍ低く、地震

や火事の指定避難場所にはなっているが、洪水や

土砂災害の場合は除外されていた。「地形と災害被害

の大小は関係しています。自分の住んでいるところが安

全かどうか、ハザードマップで確認してみてください」。

地形を知ることで、想定されるリスクが把握できる

この日はコンピューター実習室で地理情報システム

水リスクを見てください」。谷端先生が学生一人一人

から北（平野）にかけて扇状地であることがわかる。

これらを踏まえて豊平キャンパス周辺の避難場所

や火事の指定避難場所にはなっているが、洪水や

土砂災害の場合は除外されていた。「地形と災害被害

地理学

光

物質

光の衰退 エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度

３
分

数
万
年

現
在

40
万
年

時間

（あ）（い） （う）

光の宇宙

不透明 透明

物質の宇宙

原子の誕生
と宇宙が透
明になるの
は同時

　宇宙の誕生は138億年前。私たちの誕生には、地球な

どの天体がつくられてきた歴史と物質を構成する様々

な元素がつくられてきた歴史が関わっているとい

う。宇宙の歴史を学び、私たちがなぜ存在して

いるのかを理解しようというのがこの授業の目

的だ。「宇宙は誕生した瞬間に爆発的に膨張し

て、超高温、超高密度の火の玉状態になりました。

この瞬間をビッグバンと言います。今日はビッグバ

ン直後から約 40万年間の進化を見ていきます」と岡崎

先生が話し始める。キーワードは「光の衰退」だ。

　ビッグバン直後から３分間は、宇宙の温度が数十億Ｋ

（絶対温度、摂氏０度は約 300Ｋ）以上あり、光のエネル

ギーが宇宙を支配していた。その頃の宇宙には原子

も原子核も存在していなかったという。その後、

宇宙の膨張とともに温度も光のエネルギーも下

がり続ける。そして約 40万年後、宇宙の温度は

数千Ｋより低くなり、原子が誕生するとともに宇

宙が透明になった。その時に出た光が、138 億年後の

現在、地球に届いているという。映像を多用し、壮大な

宇宙を想像しながら学べる授業だ。

私たちを生み出した宇宙の営みについて考えてみよう！

な元素がつくられてきた歴史が関わっているとい

この瞬間をビッグバンと言います。今日はビッグバ

ギーが宇宙を支配していた。その頃の宇宙には原子

も原子核も存在していなかったという。その後、

宇宙の膨張とともに温度も光のエネルギーも下

数千Ｋより低くなり、原子が誕生するとともに宇

宙が透明になった。その時に出た光が、138 億年後の

宇宙科学Ⅰ

経営学部

伊
い

熊
くま

克
かつ

己
み

教授

法学部

鈴
すず

木
き

美
み

佐
さ

子
こ

教授

人文学部

谷
たに

端
ばた

郷
ごお

講師

工学部

岡
おか

崎
ざき

敦
あつ

男
お

教授

（あ）原子も原子核
も存在できない。
温度：数十億Ｋ
（い）原子核は存在
できる。原子は存
在できない。
温度：数十億Ｋ～
数千Ｋ
（う）原子も原子核
も存在できる。
温度：数千Ｋ以下

※摂氏０度＝273.15Ｋ

幅広い学びで豊かな「教養」を身につけよう
　本学のカリキュラムは大きく分けると、学部ごとの「専門科目」と全学部対象の「一般教育科目」で構成されています。一般教
育科目の学びは、大学で学んでいくための基礎的技能を身につけ、また、将来社会人として活躍するために必要な教養を培います。
多種多様な一般教育科目の授業の様子を覗いてみました。

一般教育
科  目
全学部対象

一般教育のページ
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工学部
教　授

入試部長

鈴木 聡士
すず き そう し経済学部

教　　授

開発研究所長

濱田 武士
はま だ たけ し

新 機関長に聞く!
│
新
機
関
長
と
し
て
の
抱
負
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

入
試
ス
タ
ッ
フ
の
能
力
が
最

大
限
に
発
揮
さ
れ
る
環
境
を
整

え
た
い
で
す
。
彼
ら
の
や
る
気

や
能
力
、
大
学
を
想
う
気
持
ち

は
、
す
で
に
１
０
０
点
満
点
。

そ
ん
な
彼
ら
と
力
を
合
わ
せ
、

イ
キ
イ
キ
と
活
躍
で
き
る
入
試

部
を
創
出
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

│
入
試
部
で
特
に
力
を
入
れ
て

い
る
点
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。受

験
生
と
の
積
極
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
過

去
２
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
受
験
生
と
の
対
面
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き
く
制
約
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
５
〜

６
月
に
人
数
制
限
は
あ
り
ま
す

が
、
対
面
型
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
を
５
週
間
毎
週
末
開

催
で
き
ま
し
た
。
ほ
ぼ
全

日
程
で
満
員
御
礼
を
頂
き

ま
し
た
。
実
際
に
大
学
を

見
て
、
対
面
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
し
た
い
、
と

い
う
受
験
生
の
強
い
要
望

を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、

受
験
生
と
の
つ
な
が
り
を
醸
成

す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

│
新
機
関
長
と
し
て
、
今
後
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
大
切
な
の
か

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
受
験
生

一
人
当
た
り
受
験
校
数
が
減
少

し
、
反
比
例
す
る
よ
う
に
年
内

に
実
施
さ
れ
る
総
合
型
選
抜
や

推
薦
型
選
抜
の
重
要
度
が
急
速

に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
変
化
を
し
っ
か
り
と
捉

え
、
本
学
の
入
試
制
度
を
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
改
革
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
２
０
２
２
年
度
に
高
等
学

校
の
学
習
指
導
要
領
が
大
き
く

改
訂
さ
れ
、
情
報
の
必
履
修
化

な
ど
が
開
始
し
ま
し
た
。
現
高

校
１
年
生
が
大
学
を
受
験
す

る
２
０
２
５
年
度
入
試
に
お
い

て
、本
学
が
ど
の
よ
う
な
教
科
・

科
目
を
設
定
す
る
の
か
、
受
験

生
に
安
心
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
入

試
情
報
を
公
開
し
て
い
き
ま

す
。

│
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求
め
ら

れ
る
能
力
は
、「
答
え
の
な
い

問
題
へ
の
答
え
を
、
自
ら
考
え

ら
れ
る
力
」
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
大
学
で
の
ゼ
ミ
や
卒
業
研

究
な
ど
を
通
じ
て
、
ぜ
ひ
こ
の

能
力
を
高
め
て
ほ
し
い
で
す
。

│
休
日
の
過
ご
し
方
や
趣
味

は
？ア

ウ
ト
ド
ア
や
釣
り
、
愛
車

の
洗
車
、
Ｆ
１
や
バ
ス
ケ
ッ
ト

等
の
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が
趣
味
で

す
。

鈴
木
先
生
の
お
す
す
め
の
本

　

枡
野
俊
明
『
心
配
事
の
９
割

は
起
こ
ら
な
い
』
を
お
ス
ス
メ

し
ま
す
。
就
活
で
学
生
は
必
ず

不
安
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
時

に
お
ス
ス
メ
の
一
冊
で
す
。
心

配
事
の
先
取
り
を
せ
ず
、「
い

ま
」「
こ
こ
」
だ
け
に
集
中
す

る
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
る
一

冊
で
す
。
読
み
終
わ
っ
た
と
き

に
は
、
き
っ
と
心
が
軽
く
な
っ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

│
新
機
関
長
と
し
て
の
抱
負
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

こ
こ
数
年
、
図
書
館
の
雰
囲

気
や
展
示
が
明
る
く
な
り
、
一

利
用
者
と
し
て
も
た
い
へ
ん
感

心
し
て
い
ま
し
た
。
事
務
職
員
、

カ
ウ
ン
タ
ー
職
員
の
み
な
さ
ん

が
快
適
な
利
用
を
心
掛
け
、
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
て
き
た
成
果

と
思
い
ま
す
。
そ
の
流
れ
を
受

け
継
ぎ
、
さ
ら
に
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
な
ど
の
い
っ
そ
う
の
利
用
増

な
ど
を
呼
び
掛
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

│
図
書
館
で
特
に
力
を
入
れ
て

い
る
点
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

図
書
館
の
利
用
者
は
、
現
役

の
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
卒
業

生
・
修
了
生
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
資
格
試
験
な
ど
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
の
た
め
、
ま
た
、
日

ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
を
癒
や
す
読

書
の
楽
し
み
の
た
め
に
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
、
同

窓
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

さ
ら
に
愛
着
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
と
も
願
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
新
た
に
「
活

躍
す
る
先
輩
た
ち
！　

Ｈ

Ｇ
Ｕ
出
身
作
家
の
図
書

コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
ま
し

た
。
直
木
賞
候
補
作
家
・

河
﨑
秋
子
さ
ん
は
じ
め
、
ミ
ス

テ
リ
ー
で
は
嶋
戸
悠
祐
さ
ん
、

川
澄
浩
平
さ
ん
、
新
進
の
香
名

山
は
な
さ
ん
ら
、
本
学
ゆ
か
り

の
作
家
が
多
く
活
躍
し
て
い
ま

す
。
注
目
し
て
い
た
だ
き
、
北

海
学
園
大
学
同
窓
生
と
し
て
誇

ら
し
い
気
持
ち
を
抱
い
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

│
新
機
関
長
と
し
て
、
今
後
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
大
切
な
の
か

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

学
生
た
ち
の
自
主
的
な
学
び

の
場
と
し
て
、
図
書
館
を
何
よ

り
大
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
７
月
か
ら
図
書
館
４

階
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
エ
リ
ア
の
利

用
を
一
部
再
開
し
、
７
月
11
日

か
ら
は
、
３
階
サ
イ
レ
ン
ト
・

エ
リ
ア
で
の
、
マ
ス
ク
着
用
な

し
で
の
利
用
も
許
可
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
空
き
時
間
な
ど

に
、
ス
ト
レ
ス
な
く
活
用
し
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

│
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

最
近
は
、
ス
マ
ホ
か
ら
も
国

立
国
会
図
書
館
や
各
種
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
で

文
献
を
引
用
す
る
際
は
、
出
典

明
記
が
重
要
。
典
拠
を
明
ら
か

に
し
て
お
く
こ
と
を
常
に
心
掛

け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

│
休
日
の
過
ご
し
方
や
趣
味

は
？

　

劇
団
四
季
は
じ
め
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
観
て
元
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
！

田
中
先
生
の
お
す
す
め
の
本

　

現
在
、「
日
本
文
学
特
論
Ⅱ
」

で
教
科
書
と
し
て
使
用
し
て
い

る
の
が
、
三
浦
綾
子
の
『
泥
流

地
帯
』『
続
泥
流
地
帯
』（
新
潮

文
庫
）
で
す
。
大
正
末
期
の
十

勝
岳
噴
火
泥
流
災
害
と
い
う
苦

難
か
ら
、
復
興
へ
と
向
か
う
青

春
群
像
ド
ラ
マ
で
す
が
、
コ
ロ

ナ
禍
と
い
う
〝
苦
難
〞
を
体
験
し

た
私
た
ち
に
も
ぐ
っ
と
響
く
内

容
で
す
。
映
画
化
も
予
定
さ
れ

て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
今
の
う
ち

に
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

│
新
機
関
長
と
し
て
の
抱
負
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
学
の
附
置
機
関
と
し
て
長
い
歴

史
を
も
つ
本
研
究
所
長
を
任
さ
れ
て

責
任
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
研
究
所
の
伝
統
を
踏
襲
し
つ
つ
、

本
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
定
め
ら
れ
た

役
割
を
工
夫
し
な
が
ら
果
た
し
て
い

き
ま
す
。

│
開
発
研
究
所
で
特
に
力
を
入
れ
て

い
る
点
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

研
究
所
の
設
立
趣
旨
は
、
北
海
道

の
開
発
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
研

究
を
す
る
こ
と
で
す
。
社
会
貢
献
的

な
研
究
で
す
。
研
究
所
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

私
が
力
を
入
れ
た
い
の
は
、
人
口
減

少
対
策
の
研
究
を
、「
地
域
連
携
」
を

踏
ま
え
な
が
ら
「
総
合

研
究
」
の
事
業
で
進
め

て
い
く
こ
と
で
す
。

　

北
海
道
の
過
疎
化
は

全
道
に
広
が
り
勢
い
づ

い
て
お
り
、
こ
の
ま
ま

だ
と
縁
辺
部
だ
け
で
な

く
都
市
周
辺
の
地
域

社
会
も
維
持
で
き
な
く

な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の

前
に
分
散
型
社
会
に
移
行
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

道
内
の
札
幌
一
極
集
中
は
緩
和
さ
れ

る
傾
向
に
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
人

口
の
分
散
を
進
め
る
た
め
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
適
応
し
た
特
徴
あ

る
社
会
・
経
済
・
文
化
を
新
た
に
創

出
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
我
々

と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
政
策
や
対

策
が
必
要
な
の
か
を
地
域
と
連
携
し

な
が
ら
一
緒
に
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
研
究

を
「
総
合
研
究
」
で
形
づ
く
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
新
機
関
長
と
し
て
、
今
後
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
大
切
な
の
か
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

本
研
究
所
に
必
要
な
の
は
「
三
方

良
し
」
的
な
精
神
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
研
究
の
中
に
は
研
究
者
の
好
奇

心
や
業
績
積
み
上
げ
の
た
め
だ
け
に

調
査
先
な
ど
相
手
を
食
い
も
の
に
し

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
も

う
来
て
欲
し
く
な
い
と
相
手
に
思
わ

せ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
で
す
。
そ
ん
な

研
究
は
開
発
研
究
所
の
設
立
趣
旨
に

悖
り
ま
す
。
ま
た
我
々
は
民
間
の
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
金
銭
目
当
て
で
研
究
を
受
注
す
る

と
い
う
こ
と
も
し
ま
せ
ん
。
我
々
は

知
的
好
奇
心
を
動
力
源
に
し
、
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
も
の
を
追
い
求
め
て

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
満
た
し
な
が

ら
も
、
相
手
に
還
元
す
る
と
い
う
こ

と
が
大
事
な
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の

こ
と
が
地
域
の
た
め
に
な
る
と
い
う

こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。
大
学
良
し
、

相
手
良
し
、地
域
良
し
、の
精
神
で
す
。

│
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

教
員
と
し
て
の
私
は
、
授
業
で
教

え
る
立
場
で
す
が
、
実
は
教
え
て
い

る
こ
と
よ
り
も
、
教
え
る
と
い
う
行

為
に
付
随
し
た
学
び
の
機
会
に
楽
し

み
を
も
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。
何
を

や
ろ
う
と
し
て
も
学
び
が
つ
き
ま
と

い
ま
す
。
な
の
で
私
は
与
え
ら
れ
た

こ
と
か
ら
で
き
る
限
り
逃
げ
な
い
よ

う
に
し
て
き
ま
し
た
。
学
び
は
自
分

の
身
体
の
肉
や
骨
に
な
る
栄
養
だ
と

思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の
こ
と

に
気
付
け
ば
そ
の
後
の
人
生
が
楽
し

く
な
り
ま
す
。

│
休
日
の
過
ご
し
方
や
趣
味
は
？

　

趣
味
は
ク
ラ
シ
カ
ル
ギ
タ
ー
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
か
ら
教
室
に

通
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
日
課

と
し
て
毎
日
練
習
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
少
し
ず
つ
で
す
が
、
ジ
ム
で
筋

ト
レ
を
し
て
、
韓
国
語
と
ロ
シ
ア
語

の
勉
強
を
毎
日
し
て
い
ま
す
。
朝
起

き
て
か
ら
寝
る
ま
で
の
間
に
、
自
分

に
与
え
た
ノ
ル
マ
を
こ
な
す
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
緩
む
暇
は
あ
り
ま
せ

ん
。
死
ぬ
ま
で
や
り
つ
づ
け
る
つ
も

り
で
す
。

濱
田
先
生
の
お
す
す
め
の
本

　

地
元
・
札
幌
の
こ
と
を
考
え
る
機

会
と
し
て
、『
北
の
２
０
０
万
都
市　

生
ら
サ
ッ
ポ
ロ
』（
日
本
経
済
新
聞
社
）

を
お
勧
め
し
ま
す
。

入試スタッフがイキイキと
活躍できる環境を創出したい

自主的な学びの場をより快適に

 今年度新しく就任した入試部長・鈴木聡士工学部教授、図書館長・田中綾人文学部教授、
開発研究所長・濱田武士経済学部教授に、今後の取り組みや抱負などを伺った。

人文学部
教　　授

図書館長

田中  綾
た なか あや

地
域
と
共
に
人
口
減
少
を
考
え
る

専
任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
常
駐

│
本
学
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
の

新
体
制
と
は
？

田
中　

今
ま
で
は
非
常
勤
ス
タ
ッ

フ
の
み
で
業
務
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
４
月
か
ら
専
任
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
と
し
て
小
幡
先
生
が
加

わ
り
、
常
駐
し
ま
す
。
学
生
や
教

職
員
へ
の
対
応
を
抜
本
的
に
見
直

し
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
環
境
と

手
厚
い
対
応
を
整
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
ど
の
よ
う
な
相
談
が
多
く
、
新

体
制
で
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
ま
す
か
？

田
中　

就
労
や
就
学
、
家
族
、
人

間
関
係
な
ど
様
々
で
す
が
、
最
近

は
、
大
学
の
勉
強
に
適
応
で
き
て

い
な
い
、
就
職
活
動
に
困
っ
て
い

る
と
い
う
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

小
幡　

な
か
に
は
、
発
達
障
害
の

あ
る
学
生
か
ら
、
勉
強
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
ゼ
ミ
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
就
職
に
関

す
る
相
談
が
あ
り
ま
す
。こ
う
い
っ

た
場
合
は
、学
部
の
教
職
員
や
キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携

し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
就
職
に

関
し
て
は
卒
業
後
、
学
外
の
様
々

な
支
援
が
必
要
に
な
る
た
め
、
在

学
中
か
ら
学
外

の
支
援
機
関
と

も
つ
な
が
る
よ

う
に
し
て
い
ま

す
。
学
内
連
携

に
あ
た
っ
て
は

教
職
員
の
間
で

共
通
認
識
が
必

要
と
な
る
た

め
、
毎
月
お
た

よ
り
を
配
付
し

て
、
知
識
の
共

有
を
図
っ
て
い

ま
す
。
４
月
５

月
は
合※

理
的
配

慮
に
つ
い
て
書

き
ま
し
た
。

│
コ
ロ
ナ
の
影

響
は
？

田
中  

オ
ン

臨床心理士・公認心理師

小
お

幡
ば た

昌
ま さ

志
し

カウンセラー

経営学部

田
た

中
な か

勝
ま さ

則
の り

准教授

ラ
イ
ン
授
業
に
な
り
、
今
ま
で
取

れ
な
か
っ
た
単
位
が
取
れ
て
卒
業

で
き
た
学
生
も
い
れ
ば
、
人
と
の

つ
な
が
り
を
つ
く
る
機
会
を
失
っ

て
精
神
的
に
不
安
定
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
大
学
そ
の
も
の
に
興

味
関
心
を
持
ち
に
く
く
な
っ
た
学

生
も
い
ま
す
。

小
幡　

１
年
生
の
相
談
で
多
い
の

が
、
ど
う
や
っ
て
勉
強
し
た
ら
い

い
か
わ
か
ら
な
い
、
テ
ス
ト
に
何

が
出
る
の
か
わ
か
ら
な
い
、と
い
っ

た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
お
悩
み

は
先
輩
と
つ
な
が
れ
る
と
上
手
く

い
く
こ
と
が
あ
る
の
で
機
会
や
場

の
提
供
を
考
え
て
い
ま
す
。
本
学

は
学
生
数
が
多
い
の
で
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
広
が
り
、
社
会
に
出
た

と
き
に
役
に
立
っ
て
も
ら
え
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
学
生
の
う
ち
に

「
人
に
頼
る
力
」
つ
け
て

│
学
生
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

小
幡　

何
を
話
し
て
い
い
か
分
か

ら
な
く
て
も
、
ど
の
よ
う
な
内
容

で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
ま
ず
は
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
に
来
て
頂
け
た

ら
嬉
し
い
で
す
。

田
中　

大
学
生
の
う
ち
に
「
人
に

頼
る
力
」
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
は
生
き
て
い
く
上
で
非
常
に

大
切
な
力
で
、
自
殺
予
防
に
も
つ

な
が
る
力
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
に
頼
る
こ
と
が
恥
ず
か
し
い
と

思
っ
て
い
る
と
し
た
ら
一
度
話
し

に
来
て
み
て
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
と

い
う
こ
と
を
体
験
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

　

私
た
ち
は
、
あ
く
ま
で
学
生
の

み
な
さ
ん
が
自
立
す
る
た
め
の
応

援
団
で
あ
り
、
支
援
で
き
る
の
は

基
本
的
に
在
学
中
だ
け
で
す
。
大

学
は
人
生
の
通
過
点
で
し
か
な
い
。

将
来
、
ど
う
生
き
て
い
く
の
か
を

見
据
え
な
が
ら
大
学
で
の
４
年
間

を
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

※
２
０
１
６
年
に
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
、

行
政
や
民
間
事
業
者
に
対
し
て
障
害
を
理
由
と
し
た

不
当
な
差
別
的
な
取
り
扱
い
を
禁
止
す
る
ほ
か
、
障

害
者
か
ら
社
会
的
障
壁
除
去
の
意
思
表
明
が
あ
っ
た

際
は
合
理
的
配
慮
を
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
た
。

カウンセリング室  今年度から新体制
「些細なことでも構わないので気軽に来てください」
　今年度からカウンセリング室に常駐のカウンセラーが着任した。新体制での取り組みや、コロ
ナ禍での相談について、カウンセリング室の田中勝則先生と小幡昌志カウンセラーに話を聞いた。
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経済学部経済学科    

上
う え

園
ぞ の

昌
ま さ

武
た け

教授    

【エネルギー経済論】

地
方
こ
そ「
脱
炭
素
社
会
」に
チ
ャ
ン
ス

欧
州
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進
地
域
に
学
ぶ

  

本
学
で
活
躍
す
る
専
任
教
員
の

研
究
を
、
そ
の
人
と
な
り
と
と

も
に
紹
介
す
る
「
研
究
室
を
訪

ね
て
」。
第
八
回
は
、
産
業
経
済

論
な
ど
の
講
義
を
担
当
す
る
経

済
学
部
の
上
園
昌
武
教
授
の
登

場
で
す
。

ー
ー
ご
出
身
は
札
幌
で
す
か
？

上
園
そ
う
で
す
。
た
だ
父
の
仕

事
の
関
係
で
札
幌
以
外
も
道
内

各
地
を
転
々
と
し
て
い
ま
し
た

の
で
、「
出
身
は
北
海
道
」
と
い

う
感
覚
で
す
ね
。
で
す
か
ら
大

学
進
学
に
あ
た
っ
て
は
、
道
外

に
出
て
み
た
く
て
、
大
阪
の
大

学
に
進
み
ま
し
た
。

ー
ー
そ
の
頃
に
は
将
来
研
究
者
に

な
ろ
う
と
考
え
て
い
た
ん
で
す

か
？

上
園

い
や
、
全
然
（
笑
）。
当

時
は
バ
ブ
ル
真
っ
盛
り
だ
っ
た

の
で
公
認
会
計
士
と
か
銀
行
員

に
な
る
の
か
な
ぁ
、
と
漠
然
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

ー
ー
そ
こ
か
ら
研
究
者
の
道
へ
と

進
ま
れ
る
「
き
っ
か
け
」
と
な
っ

た
の
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

上
園
三
年
生
が
終
わ
っ
た
と
き

に
一
年
間
休
学
し
て
、
ワ
ー
キ

ン
グ
ホ
リ
デ
ー
で
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
暮
ら
し
た
ん
で
す
。
土

産
物
店
で
働
い
て
い
た
ん
で
す

が
、
衝
撃
を
受
け
た
の
は
、
き
っ

ち
り
九
時
│
五
時
で
仕
事
が
終

わ
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
そ
の

店
に
限
ら
ず
、
銀
行
で
も
み
ん

な
そ
う
。
当
時
の
日
本
は
と
い

え
ば
、
ま
だ
「
二
十
四
時
間
戦

え
ま
す
か
？
」
の
時
代
だ
っ
た

の
で
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
驚
く

と
同
時
に
、
日
本
の
企
業
で
働

く
の
は
イ
ヤ
だ
な
、
と
。

　

仕
事
を
二
ヶ
月
で
辞
め
て
か

ら
半
年
ぐ
ら
い
放
浪
の
旅
に
出

て
、
訪
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
マ

レ
ー
シ
ア
で
も
考
え
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
に
は
、「
美
し
い
ビ
ー

チ
リ
ゾ
ー
ト
」
と
書
い
て
あ
っ
た

ん
で
す
が
、
現
実
に
は
対
岸
に

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
立
ち
並

び
、
海
も
油
っ
ぽ
く
て
全
然
綺

麗
じ
ゃ
な
い
。
美
し
い
島
で
は
、

大
規
模
な
ゴ
ル
フ
場
の
開
発
計

画
も
あ
っ
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ

ま
で
環
境
破
壊
の
波
が
来
て
い

る
の
か
、
と
衝
撃
を
受
け
た
ん

で
す
。

　

そ
れ
で
大
学
院
に
進
学
し
て

か
ら
は
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
に

参
加
し
て
、
一
般
の
人
た
ち
に

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
お
話
し

し
た
り
す
る
中
で
、
現
実
の
社

会
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
手

段
と
し
て
、
研
究
の
道
に
入
り

ま
し
た
。

ー
ー
上
園
先
生
の
今
の
研
究
内
容

は
ど
う
い
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

上
園
「
脱
炭
素
社
会
」
の
構
築

に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を

研
究
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、

個
人
努
力
に
よ
る
省
エ
ネ
が
強

調
さ
れ
が
ち
で
日
々
の
生
活
に

我
慢
を
強
い
ら
れ
る
社
会
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
欧

州
で
は
む
し
ろ
逆
で
、
省
エ
ネ

と
か
再
エ
ネ
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で

明
る
い
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
ド
イ
ツ
や
オ
ー

ス
ト
リ
ア
に
は
、
自
治
体
レ
ベ

ル
で
省
エ
ネ
や
再
エ
ネ
の
事
業

を
積
極
的
に
手
掛
け
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

一
〇
〇
％
を
目
指
す

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
地

域
」
が
あ
ち
こ
ち
に
あ

り
ま
す
。
自
分
た
ち
の

地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

自
分
た
ち
で
賄
う
こ
と

で
、
技
術
的
な
価
値
創

造
を
生
み
、
地
域
に
雇

用
を
生
み
、
経
済
効
果

を
生
む
。
し
か
も
、
断

熱
対
策
は
冬
に
暖
か
い

居
住
空
間
へ
改
善
さ
れ
る
の
で
、

生
活
の
質
が
向
上
し
ま
す
。
こ
う

し
た
欧
州
に
お
け
る
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
は
、
日
本
や
北

海
道
の
地
域
づ
く
り
に
も
大
い

に
参
考
に
な
る
は
ず
で
、
こ
れ

が
今
、
私
が
研
究
し
て
い
る
テ
ー

マ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ー
ー
な
ぜ
日
本
で
は
、
そ
う
い

う
地
域
づ
く
り
が
難
し
い
の
で

し
ょ
う
？

上
園

住
民
自
治
へ
の
意
識
の

問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
の

地
方
で
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
国

策
だ
か
ら
」
と
い
う
言
い
方
を

よ
く
聞
き
ま
す
。
自
分
た
ち
で

や
り
た
く
て
も
「
カ
ネ
が
な
い
、

モ
ノ
が
な
い
、
ヒ
ト
が
い
な
い
」

か
ら
で
き
な
い
ん
だ
、
と
。

　

本
当
に
そ
う
な
の
か
。
実
は

地
方
の
実
情
は
日
本
も
欧
州
も

変
わ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
欧
州

の
小
さ
な
村
の
畜
産
農
業
な
ん

か
は
農
業
の
自
由
化
の
波
で
値

段
が
下
が
っ
て
、
収
入
が
減
っ

て
大
変
で
す
。
そ
う
し
た
中
で

収
入
を
増
や
す
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
。「
じ
ゃ
あ
牛
舎
の
屋

根
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
つ
け

て
、
電
気
を
売
っ
た
ら
ど
う
か
」

と
考
え
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、

住
民
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
困
っ

て
い
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
が
手
段
と

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
農

山
村
に
は
ヒ
ト
が
い
な
い
の
で
、

国
の
制
度
で
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
た
ヒ
ト
が
派
遣
さ
れ
て
き

て
、
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
る
仕
組
み
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

ー
ー
日
本
で
も
、
や
れ
ば
で
き
そ

う
な
仕
組
み
に
聞
こ
え
ま
す
ね
。

上
園
そ
う
な
ん
で
す
。
本
来
で

あ
れ
ば
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故

で
「
安
く
て
安
全
」
と
い
う
原

発
神
話
が
崩
れ
た
と
き
が
、
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
転
換

す
る
大
チ
ャ
ン
ス
で
し
た
。
し

か
し
あ
れ
か
ら
十
一
年
経
っ
て
、

大
企
業
主
導
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

は
い
く
ら
か
で
き
た
け
ど
、
日

本
政
府
は
未
だ
に
原
発
に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
。
あ
の
と
き
、
本
気

で
省
エ
ネ
や
再
エ
ネ
へ
の
投
資

を
行
っ
て
い
れ
ば
、
今
の
景
色

は
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
い
た
は
ず

で
す
。
よ
く
言
わ
れ
る
「
失
わ

れ
た
二
十
年
」
に
お
け
る
日
本

の
低
成
長
を
も
た
ら
し
た
の
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
失
敗
に
も

一
因
が
あ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

ー
ー
最
後
に
学
生
の
皆
さ
ん
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

上
園
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
い
う

と
壮
大
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
夏
の
節
電
や
ガ
ソ

リ
ン
価
格
な
ど
実
は
身
近
な
経

済
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に

関
わ
っ
て
き
ま
す
。

そ
う
い
う
現
実
に
起
き
て
い

る
社
会
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
学
問
が
あ
る
わ
け
で
す
。
で
す

か
ら
机
の
上
だ
け
で
な
く
、
な

る
べ
く
「
現
場
」
に
行
っ
て
、
そ

こ
で
起
き
て
い
る
問
題
を
五
感

で
感
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
研
究

の
世
界
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
で
す
ね
。

研究室を
訪ねて Vol.

08

大阪市立大学大学院経営学研究
科後期博士課程単位取得退学。
修士（商学）（大阪市立大学）。研
究テーマは、国内外の気候・エネ
ルギー政策、脱炭素社会の政策
研究。

上園先生の
プチ解説

　ドイツやオーストリアには、バイオエネルギー村やエネル
ギー自立の自治体が次々と誕生しています。ただし、地域
外の企業による大規模な風力発電が立地して再生可能エ
ネルギー100％を達成しても、エネルギー自立地域とはみ
なされません。地域社会が受容し、地域発展につながる
エネルギー開発が前提とされています。また、断熱対策に
よる生活の質の向上や、住民の要望が強い取り組みが行わ
れています。例えば、再エネ 100％の電気自動車シェアリン
グや駅の駐輪場整備、地域住民所有の太陽光発電所の設
置と運営、メタン発生抑制の農場改良などです。これらは、
既に活用されている技術や手法ばかりです。重要な点は、
住民のニーズに沿うこと、住民が主体となって事業を提案
し関わることです。それを支えるために、様々な中間支援
組織がノウハウを提供し、コーディネーターを派遣するな
どの媒介機能を果たしています。

欧州の国々はどうやって再生エネ
ルギー 100％を達成していくのか

オーストリアエネルギー自立調査（一番左が上園先生）

韓国での国際NGOフォーラム報告

失
わ
れ
た
20
年
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

　

６
月
18
日
、
早
稲

田
大
学
に
お
い
て
第
３

回
全
日
本
大
学
生
中
国

語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
並
び
に
第
21
回
「
漢

語
橋
」
世
界
大
学
生
中

国
語
コ
ン
テ
ス
ト
日
本

予
選
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
本
学
人
文
学
部
英

米
文
化
学
科
３
年
の
安

和
陸
人
さ
ん
が
出
場

し
、
見
事
３
等
賞
を
受

賞
。
こ
れ
に
よ
り
、
日

本
代
表
と
し
て
中
国
大

会
に
出
場
す
る
資
格
を

獲
得
し
た
。

▼
安
和
陸
人
さ
ん
の
コ

メ
ン
ト

　
「
私
が
中
国
語
の
音

読
に
力
を
入
れ
始
め
た

の
は
、
今
年
の
４
月
か

ら
で
し
た
。
中
国
語
の

歌
を
２
年
半
ほ
ど
前
か

ら
歌
っ
て
い
た
の
で
、

発
音
に
関
し
て
は
大
き

な
壁
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
声
調
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
慣
れ
る
こ
と

が
で
き
ず
苦
戦
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
楊

先
生
を
は
じ
め
と
す
る

先
生
た
ち
の
熱
い
ご
指

導
、
ま
た
中
国
・
日
本

国
内
の
中
国
人
友
達
の

協
力
も
あ
り
、
今
大
会

で
「
三
等
賞
」
獲
得
お

よ
び
「
世
界
大
学
生
中

国
語
コ
ン
テ
ス
ト
」
に

進
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。
日
本
代

表
の
一
人
と

し
て
、
精
い
っ

ぱ
い
頑
張
っ

て
き
ま
す
」

　

５
月
19
・
20
日
の
第
19
回

Ｇ
Ｉ
Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
よ

り
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
）
の
中
で

開
催
さ
れ
た
地
図
作
品
の
コ
ン

テ
ス
ト
「
マ
ッ
プ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

２
０
２
２
」
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ

プ
部
門
で
、
本
学
人
文
学
部
英

米
文
化
学
科
３
年
の
高
橋
真
子

さ
ん
の
作
品
「
思
わ
ず
立
ち
止

ま
っ
て
し
ま
う
玄
関
―
「
北
海

道
の
空
の
玄
関
口
」
千
歳
市
の

観
光
Ｐ
Ｒ
―
」
が
見
事
２
位
に

選
ば
れ
た
。

●　
　

●　
　

●　
　

●

▼
高
橋
真
子
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

　
「
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

千
歳
市
を
よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
始
め
た
の
で
、
多
く
の

人
に
ご
視
聴
し
て
い
た
だ
け
た

こ
と
、
そ
し
て
評
価
し
て
い
た

だ
け
た
こ
と

大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
。」

全日本大学生中国語スピーチコンテスト
「漢語橋」世界大学生中国語コンテスト 

世界大学生中国語コンテスト出場権獲得

人文学部３年 

安
あ

和
わ

陸
り く

人
と ３等賞並びに

日本予選大会

3 等賞を受賞した安和陸人さん

マ
ッ
プ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
０
２
２

ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ
部
門
で
２
位

高橋さんの入賞作品

高橋さんの
作品

人
文
学
部
３
年
高た

か

橋は
し

真ま

子こ

第68回 対東北学院大学総合定期戦

両校の記念撮影

卓球の試合

弓道の試合

　

６
月
17
〜
19
日
の
３
日
間
、

第
68
回
対
東
北
学
院
大
学
総

合
定
期
戦
が
仙
台
に
て
行
わ
れ

た
。
こ
れ
は
、
体
育
を
通
じ
て

両
校
の
親
睦
を
図
る
と
と
も

に
、
運
動
精
神
の
昂
揚
と
体
育

実
技
の
向
上
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
て
い
る
。

　

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

今
大
会
は
、
３
日
間
と
も
快
晴

に
恵
ま
れ
、
ど
の
競
技
も
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
結
果
は
、

５
勝
13
敗
１
分
け
で
東
北
学

院
大
学
が
総
合
優
勝
を
お
さ
め

た
。

　

来
年
は
札
幌
で
開
催
予
定
。※勝ち点２点、負け０点、引き分け１点

アイスホッケー
ゴルフ
柔道
準硬式野球
弓道（男子）
弓道（女子）
ラクロス（女子）
バレーボール（女子）
ハンドボール
ラクロス（男子）
硬式野球
硬式テニス
ボクシング
剣道
バレーボール（男子）
軟式野球
バドミントン
少林寺拳法
卓球
総合

0
0
1
12
84
20
5
0
32
14
3
0
2
2
0
2
0
6
4
11

17
4
3
4
99
33
10
3
33
0
4
9
1
3
3
1
5
6
3
27

第68回 定期戦成績

公式種目
試合結果

北　海
学園大

東　北
学院大

３年ぶりの開催
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私の「学び」の「旅」

あ
り
、
飲
み
に
行
き
ま
す
」

　

地
方
か
ら
出
て
き
た
の
で
、
生

活
費
を
稼
ぐ
た
め
、
バ
イ
ト
も

か
な
り
の
数
を
経
験
し
た
と
い

う
。

　
「
１
週
間
ほ
ど
泊
ま
り
込
み
で

土
方
作
業
を
し
て
い
た
時
、
母
親

が
私
の
と
こ
ろ
に
電
話
し
て
も

出
な
い
の
で
騒
ぎ
に
な
り
、
し

こ
た
ま
怒
ら
れ
た
、
な
ん
て
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
ね
（
笑
）」

　

学
生
た
ち
に
は
「
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
や
っ
て
い
い
と
思
い

ま
す
。
間
違
っ
て
い
い
し
、
失

敗
し
て
も
い
い
。
今
し
か
で
き

な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
も
、
会
社
を
辞
め
て
独
立
し

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
い
い
と
き

だ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
だ
け
ど
、

後
ろ
を
振
り
向
い
て
も
後
悔
は

な
く
、
幸
せ
だ
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
今
の
若
い
人

た
ち
も
好
き
な
こ
と
を
や
れ
ば

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」

◆　

◆　

◆

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
53
歳

の
時
に
マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
た
。
初

め
て
参
加
し
た
札
幌
豊
平
川
市

民
マ
ラ
ソ
ン
で
42
・
１
９
５
キ

ロ
を
完
走
す
る
と
、
９
年
間
で

46
都
道
府
県
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
出
場
。
神
奈
川
県
で
行
わ
れ

た
、
富
士
五
湖
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ

ン
で
は
13
時
間
か
け
て
１
０
０

キ
ロ
を
完
走
し
た
。

　
「
観
光
も
含
め
て
年
に
４
、５

回
行
っ
て
い
ま
す
。
会
社
は
迷

惑
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
け

ど
（
笑
）。
コ
ロ
ナ
で
し
ば
ら
く

走
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
残
す
は

栃
木
県
で
す
。
あ
え
て
こ
の
ま

ま
終
わ
る
の
も
、
私
ら
し
い
か

な
、
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
」

◆　

◆　

◆

﹇
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈
１
９
８
２
年

北
海
学
園
大
学
経
済
学
部
卒
業
。

建
設
機
械
関
係
の
リ
ー
ス
会
社

に
入
社
。
１
９
９
０
年
、
仲
間
３

人
と
株
式
会
社
シ
ス
テ
ム
・
ア
ー

ク
を
設
立
。
２
０
２
０
年
同
社

代
表
取
締
役
社
長
就
任
。

　

多
種
多
様
な
業
界
で
活
躍
す

る
同
窓
生
を
リ
レ
ー
形
式
で
連

載
し
て
い
る
「
人
脈
記
」。
前
回

登
場
の
佐
藤
寿
一
さ
ん
が
、
株

式
会
社
シ
ス
テ
ム
・
ア
ー
ク
代

表
取
締
役
社
長
の
荒
澤
茂
さ
ん

を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

◆　

◆　

◆

　

荒
澤
さ
ん
は
、
昭
和
57
年
に

経
済
学
部
を
卒
業
後
、
札
幌
に

あ
る
建
設
機
械
の
リ
ー
ス
会
社

に
就
職
し
た
。
営
業
と
し
て
約

９
年
間
勤
務
し
た
後
、
平
成
２

年
７
月
に
、
当
時
の
仲
間
３
人

で
シ
ス
テ
ム
・
ア
ー
ク
を
設
立

し
た
。
シ
ス
テ
ム
・
ア
ー
ク
は
、

建
設
機
械
や
仮
設
ハ
ウ
ス
・
ト

イ
レ
、
発
電
機
な
ど
、
建
設
現

場
で
必
要
な
も
の
を
賃
貸
す
る

レ
ン
タ
ル
会
社
だ
。

　
「
建
設
現
場
は
土
木
工
事
と
建

築
工
事
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
シ

ス
テ
ム
・
ア
ー
ク
は
建

築
工
事
に
特
化
し
た
品

揃
え
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

例
え
ば
、
大
型
の
建

物
が
建
ち
上
が
っ
て
行

く
際
、
建
物
内
に
あ
る

常
設
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

と
は
別
に
、
外
側
に
作

業
員
が
使
う
仮
設
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
必
要
と

な
る
。
工
事
用
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
と
い
う
が
、
こ
れ

を
保
有
し
て
い
る
会
社

は
珍
し
く
「
前
職
で
得

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し

た
」
と
い
う
。

　

取
引
先
は
い
わ
ゆ
る

ス
ー
パ
ー
ゼ
ネ
コ
ン
と
い

わ
れ
る
大
企
業
で
な
く
、

中
堅
の
会
社
が
多
い
。
特

に
建
築
部
門
と
の
付
き
合

い
に
な
る
。

　

会
社
を
起
ち
上
げ
た
平

成
２
年
、
札
幌
の
人
口
は

約
１
６
７
万
人
だ
っ
た
。

　
「
衣
食
住
は
人
間
が
生

活
す
る
上
で
必
要
と
な
る

要
素
で
す
。
人
が
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
マ
ン
シ
ョ

ン
や
工
場
の
需
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
、
こ
こ
ま
で

や
っ
て
き
ま
し
た
。
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
時
に

は
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
が
売

れ
残
り
、
新
し
い
建
設
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
う
ち
も
売
上

が
減
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
今
、
札
幌
は
１
９
７
万

人
以
上
が
暮
ら
す
都
市
。

潜
在
需
要
っ
て
い
う
の
は

あ
り
ま
す
」

　

起
業
し
た
ば
か
り
の

頃
、
機
械
の
レ
ン
タ
ル
会

社
で
横
文
字
の
社
名
は
あ

ま
り
な
く
「
お
客
さ
ん
に

覚
え
て
も
ら
え
な
い
こ
と

も
あ
っ
た
」
と
苦
労
を
語

る
。

　
「
た
だ
ひ
た
す
ら
現
場

回
り
を
し
ま
し
た
。
機
械

の
レ
ン
タ
ル
は
、
ど
こ
の

会
社
も
扱
う
も
の
は
同

じ
。
あ
と
は
人
と
の
つ
な

が
り
で
す
。
前
の
会
社
で

言
わ
れ
た
の
は
、
月
に
１
、

２
回
お
客
様
の
と
こ
ろ
に

足
を
運
べ
ば
、
１
年
で
12
回
か

ら
24
回
同
じ
人
に
会
う
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
を
３
年
続
け
る
と

70
数
回
だ
ぞ
、
と
。
ま
ず
は
自

分
を
売
れ
と
言
わ
れ
ま
し
た
」

　

独
立
し
て
約
４
年
経
っ
た
頃
、

営
業
職
か
ら
資
金
繰
り
や
経
理
、

財
務
の
内
勤
に
シ
フ
ト
チ
ェ
ン

ジ
。
令
和
２
年
に
は
、
代
表
取

締
役
社
長
に
就
任
し
た
。

　

３
人
で
始
め
た
会
社
が
、
今

で
は
19
人
の
従
業
員
が
働
く
会

社
に
な
っ
た
。

◆　

◆　

◆

　

大
学
時
代
を
振
り
返
る
と
「
仲

間
が
で
き
た
こ
と
が
良
か
っ
た

で
す
ね
。
今
で
も
付
き
合
い
が

人とのつながりを大切に

学園学園人人脈記脈記
第20 回

株式会社システム・アーク

代表取締役社長  荒
あ ら

澤
さ わ

茂
しげる

経済学部経営学科 昭和56年度卒・14 期生

還暦祝いに仲間たちとエコアイランド宮古島マラソンに参加
（真ん中、黒いTシャツが荒澤氏）

経済学部地域経済学科３年　堀
ほ り

雅
ま さ

気
き

　

今
日
は
私
の
大
学
生
活
で
、「
学

び
」
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
出
来
事

を
二
つ
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

一
つ
は
藤
田
先
生
と
の
出
会
い
で

す
。
先
生
と
私
に
は
お
互
い
鉄
道
に

乗
る
の
が
好
き
（
乗
り
鉄
）
と
い
う

共
通
点
が
あ
り
、
初
め
て
お
会
い
し

た
日
に
は
既
に
意
気
投
合
。
そ
の
ま

ま
先
生
の
ゼ
ミ
に
入
り
、
交
通
と
観

光
に
つ
い
て
知
見
を
深
め
る
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。
先
生
と
出
会
っ
た

こ
と
で
、
私
の
乗
り
鉄
に
変
化
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
考
え
て
鉄
道
に

乗
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
例
え
ば
、
廃
止
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
路
線
に
わ
ざ
わ
ざ
乗
り
、
現

状
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
こ
れ
か
ら
の

交
通
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
か
。

卒
論
で
は
交
通
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ

い
て
何
ら
か
の
形
を
示
せ
た
ら
い
い

な
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
Ｈ
Ｇ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｓ　

と
い
う
新
入
生
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
働
か
せ
て
頂
い
た
こ
と

で
す
。
学
部
混
同
、
学
年
を
明
か
さ

ず
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
性
で
、
と
い
う

一
風
変
わ
っ
た
お
仕
事
で
し
た
が
、

真
剣
に
業
務
に
向
か
っ
た
経
験
を
通

じ
て
、
仕
事
に
お
け
る
責
任
感
や
、

仲
間
と
協
力
し
て
業
務
を
成
し
遂
げ

る
喜
び
を
知
れ
た
の
は
、
一
生
の
宝

で
す
。来
年
度
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

今
年
度
以
上
に
新
入
生
の
役
に
立
て

る
よ
う
に
努
力
し
た
い
で
す
。

　

こ
の
大
学
で
広
が
っ
た
、私
の「
学

び
」
の
「
旅
」
は
ま
だ
ま
だ
終
わ
り
そ

う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

私の学び

今春、沼田町役場に就職
きっかけは「空き家リノベーション」

北海道沼田町役場建設課 

技師　佐
さ

藤
とう

嵩
こう

太
た

工学部建築学科 
令和３年度卒・51期生

　

本
学
で
は
沼
田
町
と
の

包
括
連
携
協
定
を
土
台
と

し
て
、
空
き
家
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
て
い

る
（
学
報
１
３
０
号
・
６

面
参
照
）。
在
学
中
、
岡
本

研
究
室
で
石
狩
沼
田
駅
の

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加

し
、
今
年
４
月
か
ら
沼
田

町
役
場
建
設
課
で
働
い
て

い
る
佐
藤
嵩
太
さ
ん
に
お

話
を
聞
い
た
。

ー
ー
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し

て
い
ま
す
か
。

　

今
は
ま
だ
一
つ
一
つ
業

務
を
覚
え
て
る
と
こ
ろ
で

す
。
老
朽
化
し
た
建
物
の

補
修
工
事
で
は
業
者
の
手

配
か
ら
、
実
際
に
上
司
と

現
場
に
行
っ
て
工
事
が
円

滑
に
進
ん
で
い
る
か
確
認

作
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
営
高
穂
ス

キ
ー
場
に
新
し
い
ロ
ッ
ジ

を
建
設
中
で
す
が
、
大
き

な
お
金
が
動
く
の
で
責
任

が
大
き
い
な
と
、
上
司
の

背
中
を
見
て
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
上
下
水
道
の

料
金
管
理
や
水
漏
れ
時
の
対

応
な
ど
も
行
っ
て
お
り
。
地

域
の
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

ー
ー
岡
本
研
究
室
で
の
活
動

が
き
っ
か
け
で
沼
田
町
役

場
に
？

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
た
こ
と
で
沼
田
町
の
人

た
ち
の
あ
た
た
か
さ
を
感

じ
、
こ
の
町
で
働
き
た
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
も
と

も
と
建
築
に
携
わ
り
た
い

と
思
っ
て
い
て
、
特
に
都

市
計
画
に
興
味
が
あ
り
ま

し
た
。

ー
ー
今
年
の
岡
本
研
究
室
の

提
案
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
も
、
沼
田
町
役
場
の

職
員
と
し
て
参
加
し
て
い

ま
し
た
ね
。

　

今
年
度
は
、
交
流
館
の

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
す
。
学
生
た
ち
に
は
、

「
何
度
も
案
を
出
し
合
い
な

が
ら
修
正
し
て
い
く
、
そ

う
い
う
積
み
重
ね
が
大
切
」

と
経
験
を
踏
ま
え
て
伝
え

ま
し
た
。
今
後
も
、
現
場

で
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
く

予
定
で
す
。

学
の
知
識
を
活
か
し
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
は
な
く
、
手
に
職
を
つ

け
よ
う
と
、
司
法
書
士
を
選
択

し
た
ん
で
す
」　

　

大
学
３
年
の
時
に
予
備
校
で

資
格
取
得
の
勉
強
を
始
め
、
４
年

生
で
合
格
。
卒
業
後
、
札
幌
の
司

法
書
士
事
務
所
で
４
年
間
働
き
、

平
成
25
年
に
、
同
じ
北
海
学
園

大
学
法
学
部
出
身
の
同
僚
と
「
司

法
書
士
す
ず
か
ぜ
合
同
事
務
所
」

を
江
別
で
開
業
し
た
。　
　
　

　
「
は
じ
め
か
ら
地
元
で
働
き
貢

献
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
し
た
」

　

平
成
30
年
、
資
格
取
得
後
の

配
属
研
修
で
お
世
話
に
な
っ
た

清
水
基
陽
事
務
所
を
承
継
す
る

こ
と
と
な
り
、
現
在
の
場
所
に
移

転
す
る
。
お
客
様
を
引
き
継
ぎ
、

ス
タ
ッ
フ
も
増
や
し
、
現
在
は
司

法
書
士
３
人
、
行
政
書
士
１
人
、

ス
タ
ッ
フ
６
人
の
10
人
体
制
で

業
務
に
当
た
っ
て
い
る
。
先
代

の
清
水
基
陽
氏
が
土
地
家
屋
調

査
士
の
資
格
を
持
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
大
桃
さ
ん
も
平
成
29

年
に
取
得
し
た
。

▼
▲　
　

▼
▲　
　

▼
▲

　

司
法
書
士
は
、
遺

産
相
続
や
不
動
産

の
登
記
、
会
社
登
記

な
ど
を
中
心
と
し
た
法
律
事
務

の
専
門
家
だ
。

　
「
大
き
く
分
け
て
個
人
の
お
客

様
か
ら
の
ご
依
頼
と
、
法
人
の

お
客
様
か
ら
の
ご
依
頼
が
あ
り

ま
す
。
法
人
で
す
と
不
動
産
会

社
や
金
融
機
関
、
地
元
の
中
小

企
業
様
な
ど
か
ら
ご
依
頼
を
受

け
て
手
続
き
し
ま
す
。
個
人
の

お
客
様
は
、
相
続
や
遺
言
、
生

前
贈
与
な
ど
の
ご
相
談
が
多
い

で
す
」

　

司
法
書
士
と
土
地
家
屋
調
査

士
と
行
政
書
士
が
在
籍
す
る
す

ず
か
ぜ
合
同
事
務
所
は
、
幅
広

い
分
野
に
迅
速
に
対
応
す
る
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
先

代
か
ら
積
み
重
ね
て
き
た
40
年

以
上
の
信
頼
関
係
か
ら
、
リ
ピ
ー

ト
の
お
客
様
も
多
い
と
い
う
。

　
「
地
域
に
根
づ
い
て
仕
事
が
で

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
コ
ツ
コ
ツ

と
信
頼
と
実
績
を
積
み
上
げ
て

い
く
だ
け
で
す
」

　

お
客
様
の
多
く
は
悩
み
や
不

安
、
法
律
の
複
雑
な
手
続
に
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
て
い
る
。
法
律
知

識
や
技
能
を
駆
使
し
、
一
刻
も

早
く
解
決
さ
せ
て
日
常
に
戻
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
使
命
だ
。

　
「
業
務
が
完
了
し
、
お
客
様
か

ら
晴
れ
や
か
な
表
情
で
感
謝
を

し
て
い
た
だ
き
直
接
報
酬
も
い

た
だ
け
る
。
こ
れ
は
仕
事
を
し

て
い
く
上
で
大
き
な
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
で
、
達
成
感
が
あ
り
ま

す
。
予
防
法
務
を
浸
透
さ
せ
て

こ
の
地
域
か
ら
法
律
ト
ラ
ブ
ル

を
一
つ
で
も
少
な
く
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
私
た
ち
の
存
在

意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

▼
▲　
　

▼
▲　
　

▼
▲

　

現
在
36
歳
の
大
桃
さ
ん
。
大

学
で
し
っ
か
り
自
分
の
将
来
を

考
え
、
行
動
し
、
今
日
が
あ
る
。　
　

　
「
ゼ
ミ
の
鈴
木
光
先
生
に
は
資

格
取
得
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
、

す
ご
く
力
に
な
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。
北
海
学
園
大
学

は
資
格
試
験
の
勉
強
に
も
集
中

し
や
す
い
環
境
で
し
た
ね
。
大

学
の
４
年
間
は
長
い
人
生
で
見

れ
ば
奇
跡
に
近
い
時
間
だ
と
思

い
ま
す
。
後
輩
た
ち
に
も
、
こ

の
時
間
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
」

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
サ
ー
ビ
ス
で

法
律
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
を
解
消

江別市

地
域
の

  

現
場
か
ら

　

札
幌
に
隣
接
し
自
然
が
豊
富

な
江
別
市
は
近
年
、
子
育
て
世

代
の
転
入
が
多
く
、
ま
ち
は
に

わ
か
に
活
気
づ
い
て
い
る
。
そ

ん
な
地
元
で
よ
り
良
質
な
法
的

サ
ー
ビ
ス
を
届
け
た
い
と
活
躍

し
て
い
る
司
法
書
士
の
大
桃
涼

輔
さ
ん
を
訪
ね
た
。

▼
▲　
　

▼
▲　
　

▼
▲　
　

　

大
桃
さ
ん
が
司
法
書
士
に
な

ろ
う
と
考
え
は
じ
め
た
の
は
大

学
２
年
の
時
。
ゆ
る
い
日
々
を

過
ご
し
て
い
た
。

　
「
こ
の
頃
、
将
来
に
つ
い
て
深

く
考
え
た
ん
で
す
。
こ
の
ま
ま

で
本
当
に
い
い
ん
だ
ろ
う
か
と
。

そ
れ
で
、（
大
学
で
学
ん
だ
）
法

すずかぜ合同事務所

大
お お

桃
も も

涼
りょう

輔
す け

法学部法律学科
平成 20年度卒・43 期生

司法書士
土地家屋調査士



2022年（令和4年）9月1日 第131号 （8）

【
求
人
動
向
】

　

２
０
２
２
年
７
月
１
日
現
在
、
本

学
に
求
人
票
を
ご
提
出
い
た
だ
い
て

い
る
企
業
数
は
８
７
８
８
社
と
、
前

年
同
時
期
の
６
９
１
７
社
よ
り
も
大

幅
に
数
が
増
え
て
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
は
あ
る
も
の
の
、
将
来

を
見
据
え
た
人
事
計
画
、
人
材
の
確

保
を
重
要
視
し
て
い
る
結
果
だ
と
見

て
い
ま
す
。
現
在
も
、
本
学
へ
の
求

人
依
頼
は
好
調
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ

企
業
の
採
用
意
欲
は
衰
え
て
い
な
い

こ
と
が
窺
え
ま
す
。

【
内
定
率
の
か
ら
く
り
】

　

株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
は
、
毎
年

６
月
中
旬
時
点
の
大
学
生
の
就
職

内
定
率
を
発
表
し
て
お
り
、
今
年
は

76
・
５
％
と
い
う
数
字
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
は
じ
め
に
断
っ
て
お
き
ま

す
が
、
こ
の
数
字
は
、『
リ
ク
ナ
ビ
』

で
モ
ニ
タ
ー
登
録
し
た
学
生
（
令
和

４
年
は
７
、６
３
２
人
）
を
対
象
と

し
た
調
査
で
あ
り
、
主
に
民
間
就
職

希
望
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
あ
く
ま
で
「
内
定
を
獲
得
し
た

者
の
割
合
」
で
あ
り
、
進
路
決
定
し

た
者
の
割
合
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
、
就
職
活
動
継
続
中
の
学
生
や
、

公
務
員
専
願
な
ど
は
対
象
と
し
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
毎
年
、
こ
の
数
字
を
見
て
、「
す

で
に
７
割
の
学
生
が
就
職
活
動
を

終・
・
・
・
・

え
て
い
る
」
と
思
い
込
む
学
生
や

企
業
が
多
数
い
ま
す
。

　

実
際
は
と
い
う
と
、
６
月
時
点
の

進
路
決
定
率
は
５
割
程
度
で
、
７

月
以
降
に
進
路
決
定
し
て
い
る
学
生

も
多
数
存
在
し
ま
す
（
図
１
参
照
）。

現
在
も
、
多
く
の
企
業
が
採
用
活
動

を
継
続
し
て
い
る
の
で
、
６
月
の
時

点
で
進
路
決
定
し
て
い
な
く
て
も
、

こ
れ
か
ら
の
行
動
次
第
で
自
分
自
身

に
合
っ
た
就
職
先
が
き
っ
と
見
つ
か

り
ま
す
の
で
、
納
得
の
い
く
ま
で
就

活
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
こ
れ
か
ら
の
就
活
】

　

今
後
企
業
は
大
手
就
職
ナ
ビ
サ
イ

ト
で
は
な
く
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

い
る
大
学
に
直
接
求
人
を
出
し
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
就
活
継
続
中

の
方
や
進
路
変
更
を
考
え
て
い
る
方

は
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
を
情

報
源
の
一
つ
と
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
進
路
変
更
に

よ
っ
て
、
企
業
の
選
び
方
や
志
望
動

機
の
書
き
方
、
書
類
添
削
・
面
接
対

策
な
ど
、
お
一
人
で
は
な
か
な
か
進

ま
な
い
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
だ
れ
か

と
一
緒
に
考
え
、
行
動
し
て
い
く
こ

と
で
拓
け
る
道
も
あ
る
も
の
で
す
。　

【
情
報
源
の
確
保
】

　

こ
れ
か
ら
就
活
が
本
格
化
す
る
３

年
生
は
、
企
業
が
本
格
的
に
採
用

を
意
識
し
始
め
ま
す
の
で
、
筆
記
試

験
や
業
界
／
企
業
研
究
を
少
し
ず
つ

で
も
進
め
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
情

報
源
の
確
保
は
重
要
で
、
い
く
つ
か

あ
る
と
就
活
に
有
利
に
な
る
で
し
ょ

う
。
オ
ス
ス
メ
は
、
就
職
情
報
会
社

の
ナ
ビ
サ
イ
ト
と
「
ミ
ナ
ト
コ
ム
」

で
す
。
ナ
ビ
サ
イ
ト
は
、
ご
自
身
が

考
え
て
い
る
進
路
に
よ
っ
て
登
録
す

る
媒
体
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
（
全

国
規
模
／
大
手
の
企
業
情
報
に
優
れ

て
い
る
、
道
内
企
業
の
情
報
に
強
い

な
ど
）。
ミ
ナ
ト
コ
ム
は
、
当
セ
ン

タ
ー
が
運
営
し
て
い
る
サ
イ
ト
で
、

登
録
す
る
と
同
時
に
就
職
登
録
が
な

さ
れ
ま
す
。
就
職
登
録
が
な
け
れ
ば

大
学
と
し
て
就
職
支
援
が
で
き
ず
、

大
学
求
人
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
ミ
ナ
ト
コ
ム
に
登
録
い
た
だ
け

る
と
、
進
路
相
談
や
セ
ミ
ナ
ー
参
加

の
予
約
、
本
学
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
企
業
の
求
人
が
確
認
で
き
る
な

ど
、
本
学
学
生
だ
け
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
是

非
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
面
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
】

　

企
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
利
用
の
選
考
が
、
就
活
生
と

の
間
に
心
理
的
な
距
離
を
生
ん
で
し

ま
い
、
そ
の
結
果
、
内
定
辞
退
や
早

期
退
職
、
仕
事
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
原
因
、

仕
事
理
解
に
ズ
レ
が
生
じ
る
ケ
ー
ス

が
多
々
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後

は
対
面
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
や
説
明
会

の
開
催
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
け

る
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

企
業
認
知
を
広
げ
る
た
め
に
、
手

軽
な
「
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
」
は
大

い
に
活
用
し
ま
す
が
、
選
考
に
関
わ

る
「
説
明
会
・
面
接
」
は
ほ
ぼ
対
面

で
の
実
施
と
な
る
で
し
ょ
う
。
少
し

ず
つ
で
も
社
会
人
と
対
面
す
る
機
会

に
参
加
し
、
場
の
雰
囲
気
や
接
し
方

に
馴
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
公
務
員
試
験
対
策
】

　

公
務
員
志
望
者
は
、
そ
ろ
そ
ろ
筆

記
試
験
に
向
け
た
独
学
の
時
間
も
少

し
ず
つ
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
得
意
科
目
や
不
得
意
科
目
へ

の
取
り
組
み
方
、
得
点
源
、
試
験
中

の
時
間
の
使
い
方
な
ど
、
や
み
く
も

に
勉
強
す
る
の
で
は
な
く
、
筆
記
試

験
「
対
策
」
を
考
え
始
め
る
時
期
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
時
事
に
関
し
て

も
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
な
ど
、
世
の
中
の

動
向
に
注
目
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

【
突
然
で
き
る
よ
う
に
は
な
ら
な
い
】

　

あ
る
日
突
然
、
筆
記
試
験
の
点
数

が
上
が
っ
た
り
、「
伝
わ
る
」
志
望

動
機
が
ス
ラ
ス
ラ
書
け
る
よ
う
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
就
活
に
そ
の
よ
う
な

「
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
」
は
存
在
し
ま

せ
ん
。
自
己
分
析
や
企
業
研
究
、
筆

記
試
験
対
策
な
ど
、
日
々
の
行
動
の

積
み
重
ね
が
実
を
結
び
ま
す
。
直
前

に
な
っ
て
「
あ
の
時
や
っ
て
お
け
ば

よ
か
っ
た
」
と
い
う
後
悔
を
し
な
い

よ
う
、
限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
に
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
お
知
ら
せ
】

○
民
間
志
望
者
向
け

　

秋
季
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

日
程
／
９
月
26
・
28
・
29
日

○
公
務
員
志
望
者
向
け

　

第
３
回
公
務
員
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

日
程
／
10
月
６
・
７
日

　

公
務
員
志
望
者
向
け
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
実
施
し
ま
す
。
主
な
内
容
は
、
公

務
員
試
験
に
関
す
る
情
報
提
供
と
公

務
員
講
座
の
案
内
で
す
。

○
２
年
生
公
務
員
志
望
者
向
け
ガ
イ

ダ
ン
ス

　

日
程
／
10
月
４
・
５
日

キャリア支援センター就活情報

▽
５
月
31
日  

在
札
幌
米
国
総
領

事
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
リ
ー
氏
、

同
広
報
文
化
外
交
担
当
領
事
ボ

ウ
・
ミ
ラ
ー
氏
、
同
広
報
文
化
交

流
部
牛
丸
由
恵
氏

▽
７
月
１
日  

日
越
大
学
支
援
国

内
本
部
事
務
局
長
綿
貫
慶
徳
氏
、

同
事
務
統
括
清
宮
克
良
氏

▽
７
月
21
日  

札
幌
国
税
局
不
服

審
判
所
主
席
国
税
審
判
官
柳
澤

聡
氏
、
国
税
審
判
官
阪
裕
貴
氏

４
年
生

就
活
事
情

【図1】2022 年 3月卒業の方を対象としたアンケート
（2021 年 12 月実施）
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２
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OPEN CAMPUS 2022

　

ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

は
道
内
６
都
市
に
て
開
催
し
て

お
り
、
日
ご
ろ
の
疑
問
・
質
問
を

地
元
な
ど
全
道
各
地
で
解
消
で

き
る
も
の
と
し
て
行
う
本
学
の

単
独
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
日
程
は
、

７
月
23
日
（
土
）・
24
日
（
日
）・

30
日
（
土
）・
31
日
（
日
）
の
４

日
間
で
計
６
回
開
催
し
ま
し
た
。

　

内
容
と
し
ま
し
て
は
、「
大
学

説
明
・
保
護
者
向
け
説
明
会
、
入

試
制
度
説
明
会
、
学
部
個
別
相
談

会
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
対
応
）
の
ほ
か
、

パ
ネ
ル
展
示
、
資
料
配
布
コ
ー

ナ
ー
」。
こ
ち
ら
も
事
前
申
込
に

よ
る
先
着
制
と
な
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

【
開
催
会
場
】

　

７
月
23
日
（
土
）　

函
館
／
函
館
市
民
会

館
、
７
月
24
日
（
日
）　

室
蘭
／
室
蘭
市
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
・
き

ら
ん
、７
月
30
日
（
土
）　

北
見
／
北
見
芸
術
文

化
ホ
ー
ル
、
釧
路
／

ま
な
ぼ
っ
と
幣
舞
、

７
月
31
日
（
日
）　

旭

川
／
旭
川
北
洋
ビ
ル
、

帯
広
／
と
か
ち
プ
ラ
ザ

　

今
回
の
開
催
は
文
系
学
部
（
４
回
）
と

理
系
学
部
（
１
回
）
を
分
け
て
行
う
形
式

と
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
来

場
者
の
人
数
を
制
限
す
る
な
ど
感
染
防
止

策
を
講
じ
た
上
、
５
月
28
日
（
土
）
か
ら

毎
週
土
曜
に
計
５
回
実
施
し
ま
し
た
。
各

日
、
事
前
申
込
先
着
制
と
し
ま
し
た
が
、

多
く
の
日
が
ほ
ぼ
定
員
を
満
た
す
盛
況

で
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

文
系
学
部
（
経
済
・
経
営
・
法
・
人
文

の
４
つ
の
学
部
）
が
あ
る
豊
平
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
、「
大
学
説
明
会
・
入
試
説
明
会
・

文
系
学
部
は
じ
め
の
一
歩
・
学
内
ツ
ア
ー
・

在
学
生
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
・
個
別
相

談
・
パ
ネ
ル
展
示
・
資
料
配
布
コ
ー
ナ
ー
」

の
内
容
で
行
い
ま
し
た
。

　

理
系
学
部（
工
学
部
）の
あ
る
山
鼻
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
は
、
学
部
全
体
で
「
大

学
説
明
会
・
入
試
説
明
会
・
学
内
ツ
ア
ー
」

を
行
い
、
そ
の
後
、
社
会
環
境
工
・
建
築
・

電
子
情
報
工
・
生
命
工
学
の
４
学
科
に
分

か
れ
、「
個
別
相
談
会
・
パ
ネ
ル
展
示
・

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
当

日
は
山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
豊
平
キ
ャ
ン
パ

ス
か
ら
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行
し

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
秋
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

と
し
て
、
９
月
24
日
（
土
）

か
ら
10
月
８
日
を
除
い

た
５
週
に
渡
り
、
学
部
ま

た
は
昼
夜
に
特
化
し
た
内

容
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す

が
、
抽
選
制
で
の
申
し
込

み
が
９
月
１
日
（
木
）
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

工学部ショールームの様子

在学生 TALK LIVE の様子

個別相談・パネル展示・資料配布コーナーの様子

個別相談の様子

ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

春
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

新型コロナウイルス感染症の
対応について

　本学の新型コロナウイル
ス感染症についての対応や
報告等は、大学のWEBサ
イトにて公開しております
のでご確認ください。

　

公
益
財
団
法
人
日
本
高
等

教
育
評
価
機
構
に
よ
る
令
和

３
年
度
大
学
機
関
別
認
証
評

価
を
受
審
し
、
令
和
４
年
３

月
16
日
付
け
で
「
同
機
構

が
定
め
る
大
学
評
価
基

準
に
適
合
し
て
い
る
と

認
定
す
る
」
と
の
認
定

証
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
建
学
の
精
神

に
基
づ
き
、
社
会
的
・

国
際
的
使
命
を
万
全
に
果
た

す
べ
く
、
短
期
的
・
長
期
的

展
望
に
立
っ
て
教
育
研
究
の

内
容
や
環
境
の
改
善
・
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

大
学
機
関
別
認
証
評
価
適
合
認
定

５
月
24
・
25
日
の
両
日
、
北
海

道
札
幌
視
覚
支
援
学
校
高
等
部
の

２
年
生
が
来
学
し
、
附
属
図
書
館

で
職
業
体
験
を
行
っ
た
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
大
学

図
書
館
の
役
割
や
仕
事
内
容
な
ど

の
説
明
を
受
け
、レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・

カ
ウ
ン
タ
ー
で
文
献
複
写
・
相
互

貸
借
や
参
考
調
査
、
サ
ー
ビ
ス
・

カ
ウ
ン
タ
ー
と
閲
覧
室
で
図
書
の

貸
出
・
返
却
や
配
本
、
図
書
館
事

務
室
で
は
図
書
の
発
注
や
装
備
作

業
な
ど
を
体
験
し
た
。

札
幌
視
覚
支
援
学
校
生

図
書
館
で
職
業
体
験

２日間にわたって図書館の仕事を体験 本学出身作家の作品が並ぶ

図書館新プロジェクト
本学出身作家コーナー設置

　

本
学
附
属
図
書
館
２
階

カ
ウ
ン
タ
ー
正
面
奥
に
、

「
活
躍
す
る
先
輩
た
ち
！　

Ｈ
Ｇ
Ｕ
出
身
作
家
の
図
書

コ
ー
ナ
ー
」が
設
置
さ
れ
た
。

現
在
、
14
人
の
著
者
に
よ

る
作
品
が
並
び
閲
覧
、
貸

出
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

世界の言語と文化のモザイクを眺める
北海学園大学 市民公開講座

10/8（土）『アイヌ語・ロシア語辞典（1875
年）』の著者M.M. ドブロトヴォールスキィの生涯
寺田　吉孝（人文学部教授）

ロシア語、ロシア文化

ドイツ語、ドイツ文化

中国語、中国文化

フランス語、フランス文化

10/22（土）
言葉からみた中国人のこころ
楊　安娜（工学部教授）

11/5（土）
市民に開かれたウィーン・オペラ
北原　博（法学部教授）

11/19（土）
デモから見るフランス社会
門間　広明（法学部准教授）

会　　場　豊平校舎 ８号館４階 B42教室　
時　　間　10:00 ～12:15　※途中休憩を挟みます
定　　員　50名（先着順、定員に達し次第締切）
受 講 料　1,000 円（資料代）
受講資格　18歳以上の方であればどなたでも参加可能
申込方法　本学ホームページ「市民公開講座」より案内
　　　　　パンフレットをご請求ください。
受付期間　2022年 9月 12日（月）～ 9月 22日（木）
※新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては、やむを得ず
中止または延期する可能性がありますのでご了承ください。

令和
３年度


